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一貫校連携による立科山荘夏期野外実習 （谷口・井澤・柊原・松本・池田・秋山）

一貫校連携による立科山荘夏期野外実習 
―「慶應義塾夏の学校 2012」立科野外調査―

谷口真也＊・井澤智浩＊＊・柊原礼士＊＊＊・松本直記＊＊＊＊・ 
池田威秀＊＊＊＊＊・秋山豊子＊＊＊＊＊＊

Summer Field Work in Tateshina by Collaboration with Keio Junior High, Senior 
High Schools and University

Shinya TANIGUCHI, Tomohiro IZAWA, Reiji KUKIHARA, 
Naoki MATSUMOTO, Takehide IKEDA and Toyoko AKIYAMA

要旨

　慶應義塾の未来先導基金と一貫教育制度を活かし，中学生から大学生を対象として慶應義塾
立科山荘で合同の野外実習をおこなった。前年度までの 2 泊 3 日から今年度は 3 泊 4 日に実習
期間を延長させた。本実習の目的は， 1 ．低学年からの理科離れを防止すること， 2 ．理系だ
けでなく，文系を目指す中高生や文系大学生が，自然科学の正しい知識や理解を深め，科学的
な考え方を持続維持させること， 3 ．立科という高原における環境で異学年による自然科学実
習のカリキュラムを構築すること， 4 ．学校・年齢・性別を超えての協力と連携，情報交換を
すること， 5 ．異なる学校の生徒・学生・教員が合宿で共に学ぶことにより慶應義塾社中の一

＊　 慶應義塾普通部（〒 223-0062　神奈川県横浜市港北区日吉本町 1-45-1）：Keio Futsubu 
School, 1-45-1 Hiyoshi-honcho, Kohoku-ku, Yokohama, Kanagawa, 223-0062 Japan.
＊＊ 慶應義塾志木高等学校（〒 353-0004　埼玉県志木市本町 4-14-1）：Keio Shiki Boys Senior 
High School, 4-14-1 Honcho, Shiki, Saitama, 353-0004 Japan.
＊＊＊ 慶應義塾幼稚舎（〒 150-0013　東京都渋谷区恵比寿 2-35-1）：Keio Yochisha Elementary 
School, 2-35-1 Ebisu, Shibuya, Tokyo, 150-0013 Japan.
＊＊＊＊ 慶應義塾高等学校（〒 223-8524　神奈川県横浜市港北区日吉 4-1-2）：Keio Senior High 
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＊＊＊＊＊ 東京工業大学生命理工学研究科（〒 152-8551　東京都目黒区大岡山 2-12-1 W3-43）：Fac. 
Bioscience and Biotecnology, Tokyo Institute of Technology, 2-12-1 W3-43 Ookayama, Meguro-
ku, 152-8551 Japan.
＊＊＊＊＊＊ 慶應義塾大学日吉生物学教室（〒 223-8521　神奈川県横浜市港北区日吉 4-1-1）：Dept of 
Biol., Keio Univ., 4-1-1 Hiyoshi, Kohoku-ku, Yokohama, Kanagawa, 223-8521 Japan. [Received 
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体感を高めることである。日数を増加させ実習をおこなった結果，前回よりも，余裕をもって
課題に取り組むことができた。また，参加者全員でおこなう実習を効果的に実施することがで
き，これまでに引き続き，中学生や高校生，大学生はそれぞれの個性を活かし，協力して課題
に取り組み結果を出すことができた。生徒・学生だけでなく，教員も異分野での連携と協力を
円滑におこない，専門分野だけではない知識・技能を高めることができた。

1 ．はじめに

　一貫校合同における実習は昨年度まで 7 年間継続して行ってきた。詳細は，萱嶋（2005），
谷口（2006），萱嶋（2008），谷口（2009），谷口（2010），谷口（2011a），谷口（2011b）に報
告した。また2008年度から2010年度までの 3 年間は慶應義塾創立150年記念未来先導基金公募
プログラム「野外に飛び出せフィールドワーク “慶應義塾夏の学校”」として採択された。
2011年度は高大連携として慶應義塾学事振興基金共同研究を使って継続し，2012年度は再び未
来先導基金に採択されて実施した（表 1 ）。
　本編は2012年 8 月18日（土）～ 8 月21日（火）に慶應義塾立科山荘（以下立科山荘）でおこ
なった一貫校合同による夏期野外実習について報告する。

表 1 　未来先導基金によっておこなわれた実習

年度 日程 名称 参加者 参加者内訳
2008 8 月16日～ 8 月18日 中・高・大合同臨海実習 13名 本学大学生 4 名，志木校生 4 名，

普通部生 5 名
2009 8 月21日～ 8 月23日 中・高・大合同臨海実習 21名 本学大学生 5 名，志木校生 4 名，

普通部生11名，中等部生 1 名
2010 8 月30日～ 9 月 1 日 中・高・大合同野外実習 20名 本学大学生 6 名，志木校生 4 名，

塾高生 5 名，普通部生 4 名，中等
部生 1 名

2012 8 月18日～ 8 月21日 一貫校連携　立科野外実習 20名 本学大学生 6 名，志木校生 6 名，
塾高生 6 名，普通部生 2 名

2011年度は 8 月11日から13日にかけて高大連携で立科山荘における実習をおこなった。大学生 7 名，
塾高生 5 名，SFC 高生 1 名

　この実習の目的は要旨に示したように，
1 ．低学年からの理科離れを防止すること
2 ．理系だけでなく，文系を目指す中高生や文系大学生が，自然科学の正しい知識や理解を深

め，科学的な考え方を持続維持させること
3 ．立科という高原における環境で異学年を超えた自然科学実習のカリキュラムを構築するこ

と。
4 ．学校・年齢・性別を超えての協力と連携，情報交換をすること。
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図 1 　実習場所

5 ．異なる学校の生徒・学生・教員が合宿で共に学ぶことにより慶應義塾社中の一体感を高め
ること

の 5 つである。特に 4 ． 5 ．は未来先導基金の趣旨と一致し，高く評価されている。

2 ．慶應義塾立科山荘について

　立科山荘は昭和48年に開設された校外教育施設である。住所は長野県北佐久郡立科町大字芦
田八ヶ野字女神平1153番であり，北緯36度 7 分，東経138度15分に位置する。標高はおよそ
1,500m である。（図 1 ）宿舎正面には標高2,530m の蓼科山を望み，付近には女神湖，白樺湖，
霧ケ峰がある。一貫教育校から大学までの授業，課外活動，教職員の研修に利用され，敷地面
積は189,620㎡である。敷地内には，食堂のある中央棟，宿泊棟 3 棟，教室棟，体育館， 2 つ
のグラウンド，テニスコートがある。最大150名程度宿泊でき，幼稚舎の林間学校で使用され
るほか，夏期休業中に各学校のクラブ活動やサークルの合宿に利用されている。今回まで行な
ってきたような野外実習で使用することは，一貫校のクラブ合宿を除きほとんどない。
　今回の実習では期間中，気温，湿度，現地気圧が測定できるデータロガー（CEM 社 DT-
174B）を教室棟玄関外に設置し，10分ごとのデータを測定した。またこのデータを横浜市港
北区日吉にある普通部の自動気象観測装置（ワイヤレスウェザーステーション　WB-H 
KN3142110）におけるデータと比較した。（表 2 ，図 2 ）この表とグラフから一日の気温の変
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化は立科山荘のほうが普通部より大きい。最高気温と最低気温の差は立科山荘14℃に対して普
通部は9.3℃である。また気温の上昇，下降とも立科山荘のほうが大きく，普通部は緩やかで
ある。

3 ．2012年度中・高・大合同野外実習について

Ⅰ．準備
　前年度に引き続き実習場所は，長野県北佐久郡立科町にある本学立科山荘で行うこととした。
これは

1 ．本学の施設であり，施設が利用しやすいことと。
2 ．実験設備は乏しいが，星を観測するグラウンド，教室棟を独立して持ち，実習がしやす

いこと。
の 2 点があげられる。また前年までの反省点として実習期間の短さがあった（谷口2009）。前
年までの 2 泊 3 日では，往復の時間もあり，全員参加の実習と班別の課題研究にじっくり取り
組むことがができなかった。本年度はその反省点から宿泊を 1 日増やし， 3 泊 4 日とした。
　実施日は，立科山荘を使用する他団体との調整を経て2012年， 2 月に決定した。日程は，夏
期休業中で他の団体の利用が少なく，星座を観察するために月の光の影響の少ない新月の，

図 2 　実習中の立科山荘と日吉普通部の気温の変化
 

表 2 　実習中（ 8 月18日から21日）における立科山荘と日吉普通部の気象データの比較

場所 位置 標高 最高・最低気温 現地気圧

立科山荘
N　36° 07′
E　138° 15′

1505ｍ
最高気温 28.7℃ 21日 11：40
最低気温 14.7℃ 20日 03：30

最高 　872.3hPa 18日 22：40
最低 　867.1hPa 20日 15：00

日吉普通部
N　36° 33′
E　139° 38′

38m
最高気温 33.4℃ 20日 14：50
最低気温 24.1℃ 20日 05：20

最高 1015.7hPa 21日 11：10
最低 1010.3hPa 20日 19：00
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2012年 8 月18日（土）～ 8 月21日（火）とした。
　交通手段として，望遠鏡，パソコンなどの機材を運搬するために大型バスを使用し，日吉キ
ャンパスを出発地とした。少額だが，万一のためにバス会社が提供する保険に参加者全員分加
入した。
　参加者は公募を原則として集めた。参加者を募集するために実習のポスター（資料 1 ）を各
学部，一貫教育校に配布した。また秋山，井澤，松本が担当する授業などでも呼びかけ，普通
部は生物の会を中心に募集した。その結果，大学生 6 名，塾高生 6 名，志木高 6 名，普通部 2
名が参加した。合計20名。教員は 6 名である。教員のうち，2010年度担当した幼稚舎の高梨が
定年退職したため，昨年度から幼稚舎で理科を担当する柊原が加わった。教員はほかに慶應義
塾高校で地学を担当する松本，志木高で生物を担当する井澤，大学で生物を担当する秋山，東
京工業大で生態学・動物行動学を研究する池田と普通部で理科を担当する谷口である。
　参加する学生・生徒には事前に，当日の時間割や持ち物，交通手段を記載した『未来先導基
金公募プログラム「慶應義塾夏の学校2012」一貫校連携　野外実習のしおり』（資料 2 ）を配
布した。
　さらに実習をより円滑に進めるため，望遠鏡 1 台，光学顕微鏡 3 台，野外用実体顕微鏡 5 台，
水質検査装置，昆虫図鑑などを購入し実習に使用した。

Ⅱ．実習内容
　実習内容は例年通り「参加者全員でおこなうもの」（表 3 ）と異学年構成の班からなる「課
題研究」をおこなった。「課題研究」の班員はそれぞれの学校が均等に分かれるようにした

（表 4 ）。「課題研究」は最終の 8 月21日午前にパワーポイントを使用してプロジェクターで成
果を発表した（図 5 ）。

表 3 　参加者全員でおこなった実習

日時 課題研究 担当教員
8 /19，20　夜 星座，土星，太陽の観察 松本
8 /19　　日中 蓼科山登山と調査 柊原を除く全員

表 4 　課題研究について

班 課題研究 人数（内訳） 担当教員
1 班 昆虫標本作成・虫と食草の関係 4 名（大学 1 ，塾高 2 ，普通部 1 ） 柊原，池田
2 班 蓼科における気象データ解析 5 名（大学 2 ，塾高 2 ，志木高 1 ） 松本
3 班 蓼科山周辺における地衣類とシダ類 3 名（大学 1 ，志木高 1 ，普通部 1 ） 谷口
4 班 女神湖の水質調査 5 名（大学 1 ，塾高 2 ，志木高 2 ） 井澤
5 班 広葉樹と針葉樹の光合成生産量について 3 名（大学 1 ，志木高 2 ） 秋山
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4 ．参加者全員で行った実習について

　参加者全員でおこなった実習は天体観測と蓼科山登山と調査である（表 3 ，図 3）。
　天体観測は高校で地学を担当する松本が中心に行い， 2 日目の夜に星座と惑星の解説を行っ
た。雲が多い時間帯もあったが代表的な夏の星座や M13（ヘラクレス座にある球状星団）を
観察することができた。また土星の観察では撮影にも挑戦した。また日中に特殊な望遠鏡，H
α望遠鏡と太陽望遠鏡「みかん」を用いて太陽の黒点やプロミネンスを観察した。
　 2 日目は柊原を除く参加者全員で蓼科山登山をおこない，標高と植生の観察・調査や気象観
測をおこなった。登山は 9 時に立科山荘を出発し，立科牧場からロープウェイに乗って御泉水
植物園を通り，登山道入口に入った。標高2350m 将軍平に11：00時に到着し，山頂に早い人
は12：00に到着した。この後雨天となったが，雨具を身に付け，13：00過ぎに順次下山を開始
した。登山道入口に全員が到着したのは16：00ころであった。柊原は緊急時における後方支援
のため立科山荘で待機した。登山状況は適宜，携帯電話で柊原に連絡した。

5 ．課題研究について

　「課題研究」は担当教員を各 1 ， 2 名を配置しておこなった。研究内容は担当教員の概要の
中から，行きのバスの車内で参加者が選択した。細かい研究内容は教員と班員が相談して決定
した班と班員がみずから決定した班があった（表 4 ）。各班にはデジタルカメラ，実体顕微鏡
などの実験器具が貸与された。大学生には可能ならばパソコンを持参するように指示しておき，
その他に 3 台は共用として企画者が用意した。課題研究の方針は 1 日目の午後に決定し，実験
計画をたて，野外でデータを収集した。 2 日目は登山だったが登山中にデータの収集，採集，

 

 

図３ 参加者全員でおこなったもの A：特殊な望遠鏡による太陽観察

B，C，D：蓼科山登山 E：土星の観察 F 山荘グラウンドで見える星空

   

    

   

図４ 課題研究 A, B, C：１斑 D,E,F：2 班  G,H：３班 I,J：４班 K,L：５班 

図 3 　参加者全員でおこなったもの　A：特殊な望遠鏡による太陽観察
B，C，D：蓼科山登山　E：土星の観察　F：山荘グラウンド で見える星空
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観察をおこなった班もあった（図 4 ）。今年度は宿泊数を 1 泊増やしたために 3 日目の日中も
データ採集ができた。 3 日目の夕方から発表の準備に取り組んだ。最終日の10：00よりプロジ
ェクターを使用して研究結果を発表した（図 5 ）。
　課題研究の班は各学校の人数が均等になるように，希望を聞いた。大学生はどの分野にも均
等に分かれるように配置した。高校生と中学生はほぼ希望通りに班に編入した。今年度は高校
生が多かったため，前年度に見られたような役割分担はあまりなく，全員で実験・観察し，お
互いに相談しながらデータの分析やパソコンの操作をおこなった。また各分野の教員の指導や
かかわり方も手順を細かく指導する班と，調査や考察など班員の自主性にまかせて進める班が

 

 

図３ 参加者全員でおこなったもの A：特殊な望遠鏡による太陽観察

B，C，D：蓼科山登山 E：土星の観察 F 山荘グラウンドで見える星空

   

    

   

図４ 課題研究 A, B, C：１斑 D,E,F：2 班  G,H：３班 I,J：４班 K,L：５班 図 4 　課題研究　A，B，C： 1 斑　D，E，F： 2 班　G，H： 3 班　I，J： 4 班　K，L： 5 班
Aは糞虫を採集する様子　Eは山頂におけるデータ採集　Gは 1 ㎡におけるシダの植生調査

Jはボートによる湖の水採集　Lは単位面積当たりの葉重さ計測
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あり，テーマに沿って多様性がみられた。
　宿泊数の増加にともなって「課題研究」にかける時間が多くなった。さらに，実験器材が充
実しそれらを活用することで前年までより充実した研究がおこなわれた。
　発表は，中・高・大学生が担当した部分について交代で発表する形がとられ，まとめや考察
も中学生から大学生まで全員協力しておこなうことが多かった。発表後，教員も含め参加者は
実習の感想を記載して提出した。

6 ．実習の効果

　実習から 8 月中旬における立科山荘周辺の総合調査をおこなうことができた。特に課題研究
でにおいて， 1 班では36種のチョウ目が採集できた。 2 班は気象の調査，太陽の観察が立科山
荘周辺で十分におこなえる事を示した。 3 班は地衣類の垂直分布と立科山荘の敷地のシダの分
布を明らかにした。 4 班は，今回の調査では女神湖の水質が比較的きれいであることを示した。
5 班は広葉樹と針葉樹の光合成生産量の測定法を工夫して開発した。このことからそれぞれの
班が立科山荘周辺において総合的な環境調査をおこなえ，実習から研究への架け橋になってい
ることを示している。
　この実習は谷口（2010）や谷口（2011a）で繰り返し指摘しているように中学生，高校生，
大学生，教員も含めてすべてがお互い学びあい協力して目標へ向かうことを目的としている。
宿泊をともない異学年がテーマを持って連携することは，学生・生徒だけが助け合い学びあう
だけでなく，教員もまた互いに連携することにより知識を高め，実験法を学び合う効果をより
醸成させた。この実習は年長者が先導しておこなう中・高・大連携のものが多い中，慶應義塾
の半学半教の精神に基づき，上から下への教育に一石を投じるものとなりえる。

A は糞虫を採集する様子 E は山頂におけるデータ採集  
G は１㎡におけるシダの植生調査 J はボートによる湖の水の採集 
L は単位面積当たりの葉の重さの計測 
 

   

   
図５ 発表の様子 A：１班 B：２班 C：３班 D：４班 E：５班 F：参加者 
 

図 5 　発表の様子　A： 1 班　B： 2 班　C： 3 班　D： 4 班　E： 5 班　F：参加者
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7 ．まとめと反省

　今回の実習は宿泊日数を 1 泊増加させる変更点があり，課題研究に多くの時間が取れた。そ
のことによって各班の課題研究がより充実したことがあげられる。 2 泊 3 日の場合，まだ互い
にぎこちなさも残るうちに発表という形になっていた。 3 泊の場合は発表時までにはかなり班
員がお互いを理解して来たように思われた。班員は今までも自ら積極的に研究に関わっていた
が，教員のサポートが足りない場合もあった。 3 泊の場合，最後の夜は教員のサポートも十分
におこなえたように思われる。
また反省点としては， 2 点あげられる。
1 ．一部の器材のメンテナンス不足により，観察・観測に支障をきたした部分があった。
2 ．蓼科山の登山の装備を徹底しておく必要があった。
　 1 ．は望遠鏡は当日うまく作動しないことがあり，担当の教員にだけに負担がかかってしま
い，他の教員や学生に事前の講習やメンテナンスをしておくと，よりスムーズに観測に取り組
むことができた。
　 2 ．については，今回，登山では山頂付近や下山中雨が降り，実習要綱には雨具持参が明記
されていたものの，雨具，防寒具などの装備が不足した参加者がいた。幸い，気温が高く，雨
も下山途中に止み，予備の雨具を教員が貸与したりして対策はとれた。しかし蓼科山は標高
2530m あり，雨が降ると急激に体温が低下するため，登山時の装備に関しては，各教員が徹
底して指導する必要があった。
　立科山荘は夏季休暇中，林間学校やクラブ活動，サークル活動の合宿に主に用いられている。
しかし，その豊かな自然環境に目を向けていることは少ない。この実習はそうした自然環境調
査にも盛んに活用できることを示した。また実習におけるデータや実習方法の蓄積は，ここを
使用する幼稚舎等の授業にも有用と思われる。
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理
の

観
察

、
実

験
、

夜
間

：
ま

と
め

 

8
/
2

1
 

午
前

中
 

発
表

。
昼

食
（

お
弁

当
？

）
後

 
貸

切
バ

ス
に

て
出

発
。

日
吉

キ
ャ

ン
パ

ス
1
8
：

0
0
頃

解
散

 
 

 

期
間

中
は

、
異

な
る

学
校

段
階

の
学

生
•生

徒
間

で
縦

割
り

に
グ

ル
ー

プ
を

構
成

し
、

課
題

の
設

定
や

観
察

、
実

験
を

行
い

、
成

果
を

ま
と

め
て

班
で

発
表

し
ま

す
。

そ
れ

ぞ
れ

専
門

の
教

員
が

班
を

サ
ポ

ー
ト

し
ま

す
。

 
予

定
し

て
い

る
内

容
は

、
①

林
間

の
生

物
に

つ
い

て
、
②

林
を

構
成

す
る

樹
木

に
つ

い
て

、
③

周
辺

の
地

形
と

地
層

に
つ

い
て

、
④

星
の

観
察

 
⑤

高
原

湿
地

の
動

植
物

に
つ

い
て

 
⑥

地
衣

・
茸

類
の

観
察

 
⑦

渓
流

の
動

植
物

等
で

す
。

 
 

 参
加

者
に

は
；

 
�

 事
前

に
会

合
を

持
っ

て
日

程
表・

諸
注

意・
実

習
の
資

料
を

記
載

し
た『

立
科

山
林

間
実

習
の

し
お

り
』を

配
布

し
ま

す
。

 
�

 班
の

テ
ー

マ
設

定
を

行
い

ま
す

。
そ

の
班

で
研

究
成

果
を

ま
と

め
て

最
終

日
の

午
前

中
に

成
果

発
表

会
で

発
表

し
ま

す
。 

 以
下

の
項

目
に

該
当

す
る

と
思

う
人

、
是

非
参

加
し

て
下

さ
い

。
 

•
 野

生
の

生
物

に
興

味
・

関
心

が
あ

り
、

自
分

で
じ

か
に

観
察

し
て

み
た

い
。

星
の

観
察

を
し

た
い

。
 

•
 友

人
達

と
宿

泊
も

兼
ね

て
楽

し
い

実
習

を
し

た
い

。
 

•
 一

貫
校

生
や

友
人

と
グ

ル
ー

プ
で

一
緒

に
調

査
し

、
考

え
、

学
ぶ

こ
と

も
楽

し
そ

う
だ

。
 

一
貫

校
へ

の
募

集
も

行
い

ま
す

。参
加

者
は

一
貫

校
出

身
者

で
な

く
と

も
全

く
構

い
ま

せ
ん

。か
つ

て「
虫

が
大

好
き

だ
っ

た
子
供

」だ
っ

た
ひ

と
、森

林
問

題
や

ダ
ム

問
題

な
ど

環
境

問
題

に
興

味
が

あ
る

人
、都

会
で

は
見

え
な

い
星

を
存

分
に

見
た

い
人

、教
職

に
就

く
こ

と
を

考
え

て
い

る
人

や
、年

少
者

に
指

導
す

る
こ

と
が

好
き

な
人

、友
人

と
わ

い
わ

い
言

い
な

が
ら

楽
し

く
学

ぶ
こ

と
が

好
き

な
人

に
お

勧
め

で
す

。
バ

ー
ベ

キ
ュ

ー
な

ど
も

楽
し

い
経

験
に

な
り

そ
う

で
す

。
 

参
加

申
し

込
み

は
；

 
�

 
申

し
込

み
は

以
下

の
申

込
書

を
7月

5日
(木

)午
後

6時
ま

で
に

日
吉

キ
ャ

ン
パ

ス
第

二
校

舎
3階

３
０

６
B室

に
提

出
し

、
同

時
に

こ
の

申
込

書
の

最
終

行
の

項
目

（
必

須
事

項
と

記
載

さ
れ

て
い

る
。）

を
秋

山
宛

（
ak

iy
am

a@
hc

.c
c.

ke
io

.a
c.

jp
）に

メ
ー

ル
し

て
下

さ
い

。紙
媒

体
の
申

し
込

み
が

間
に

合
わ

な
い

と
き

は
、メ

ー
ル

が
間

に
合

え
ば

よ
い

で
す

。
 

�
 

個
人

に
よ

る
登

録
と

グ
ル

ー
プ

に
よ

る
登

録
も

受
け

付
け

ま
す

。仮
に

抽
選

と
な

っ
た

場
合
、グ

ル
ー

プ
単

位
で

扱
い

ま
す

。
グ

ル
ー

プ
登

録
の

場
合

も
、

申
込

書
は

全
員

の
情

報
が

必
要

で
す

の
で

個
々

に
出

し
て
下

さ
い

。
 

�
 

提
出

先
：
こ

の
参

加
申

込
書

を
日

吉
キ

ャ
ン

パ
ス

第
二

校
舎

3階
３

０
６

B室
の

秋
山

に
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。研

究
室

に
不

在
の

場
合

は
、

ド
ア
の

参
加

申
し

込
み

用
の

封
筒

に
入

れ
て

く
だ

さ
い

。
 

�
 

参
加

希
望

者
が

多
数

の
場

合
は

抽
選

と
な

り
ま

す
。

７
月

10
日

(火
)に

は
参

加
者

を
決

定
し

、
学

生
部

の
掲

示
板

に
掲

示
し

、
個

人
に

は
メ
ー

ル
し

ま
す

。
 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
 

 
 

切
り
取

り
線

 
 

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―
 

 
 

 
 

立
科

林
間

実
習

参
加

申
込

書
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

個
人

・
グ

ル
ー

プ
 

←
該

当
す

る
箇

所
に

○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

秋
山

担
当

授
業

履
修

の
場

合
、

授
業

の
時

限
 

 
 

曜
日

 
 

 
 
限

 
科
目

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 
 

学
部

 
 

学
科

 
 

学
年

、
学

籍
番

号
 

 
 

 
 

 
 

氏
名

 
 

 
 

 
 

 
 

男
・
女
 

 
 

連
絡

先
：

 
本

人
携

帯
電

話
番

号
：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

住
所

〒
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

本
人

携
帯

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
（

常
時

連
絡

が
付
く

も
の

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
緊

急
連

絡
先

；
保

護
者

氏
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
続

柄
(該

当
す

る
欄

に
○

) 
父

 
母

 
そ

の
他

 
 

 
 

 
 

 
住

所
；

(自
分

の
現

住
所

と
異

な
る

場
合
の

み
)〒

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
保

護
者

の
電

話
番

号
(又

は
自

宅
)：

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

グ
ル

ー
プ

登
録

の
場

合
、

グ
ル

ー
プ

構
成

員
の

合
計

人
数

(本
人

を
含

む
)と

本
人

以
外

の
氏

名
 

人
数

：
 

 
 

 
 

人
、
氏

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
や

っ
て

み
た

い
課

題
・

意
見

・
要

望
・

抱
負

な
ど

一
言

！
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__
__

_ 
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__
__

__
__

__
__

__
__

__
__

__
__
__

__
 

 
 

必
須

事
項

 
申

し
込

み
提

出
と

同
時

に
、上

記
本

人
の

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
か

ら
以

下
の

ア
ド

レ
ス

に
、件

名
;立

科
実

習
申

し
込

み
、本

文
；

氏
名

、
自

分
の

携
帯

電
話

の
番

号
、

現
住

所
、
保

護
者

名
を

送
信
し

て
下

さ
い

。
 

 

資
料

2．
実

習
の

要
綱
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1
 

 

2
0
1
2
年

8
月

1
8
日

―
2
1
日

 
蓼

科
野

外
実

習
感

想
（

抜
粋

）
 

  普
通

部
2
年

 

・
蓼
科
山
登
山
の
と
き
は
、多

少
面
倒
で
も
虫
網
を
持
っ
て
行
っ
た
方
が
よ
か
っ
た
と
思
う
。山

周
辺
の
珍
し
い
虫
を

採
集
で
き
る
か
ら
。

 

・
様
々
な
年
代
の
人
が
集
ま
る
合
宿
は
始
め
て
で
、と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。で

き
れ
ば
、ま

た
こ
こ
で
同
じ
こ
と

を
し
た
い
で
す
。

 

 普
通

部
3
年

 

今
回

、
僕
は
地
衣

類
と
キ
ノ
コ

と
シ
ダ
を
選

び
ま
し
た
。

僕
は
シ
ダ
、

地
衣
類
と
も

に
あ
ま
り
詳

し
く
は
知
ら

ず
、

何
を
で
き
る
か
少
し
不
安
で
し
た
が
、地

衣
類
は
様
々
な
環
境
に
た
く
さ
ん
の
種
類
が
生
息
し
て
お
り
興
味
が
湧
き
ま

し
た
。ま

た
、シ

ダ
に
つ
い
て
も
、今

ま
で
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
生
息
条
件
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
、良

い
経
験
に
な
っ
た
。
地
衣
類
と
シ
ダ
以
外
に
つ
い
て
も
、

2
日
目
の
夜
の
星
座
の
観
察
や
、
昨
日
の
土
星
の
観
察
等
の

都
会
で
の
い
つ
も
の
生
活
で
は
行
う
こ
と
が
難
し
い
こ
と

を
で
き
、良

か
っ
た
。今

度
は
都
会
の
地
衣
類
に
ど
の
よ
う

な
種
が
い
る
の
か
等
も
調
べ
て
み
た
い
。

 

 志
木

高
2
年

 

今
回
、
初
め
て
こ
の
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
と
て

も
充
実
し
て
い
ま
し
た
。

 

天
体
観
測
や
登
山
、自

然
に
ふ
れ
あ
う
な
ど
普
段
で
き

な
い
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま

た
、班

の
中
で
森
林
の
研
究
を
し
た
こ
と
で
今
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
木
々
の
名
前
を
覚
え
ら
れ
ま
し
た
し
、光

合
成
の
生
産
量

に
つ
い
て
詳
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。個

人
的
に
は

ヤ
マ
ナ
ラ
シ
の
構
造
等
に
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

 

 志
木

高
3
年

 

・
1
班

 

虫
の
採
取
は
大
変
そ
う
だ
っ
た
。特

に
馬
糞
を
い
じ
く

る
と
は
…
。虫

は
個
人
的
に
あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
が
、熱

心
に
採
取
し
て
い
た
様
で
、
そ
の
心
持
ち
に
は
す
ご
い
と

思
っ
た
。
僕
は
挫
折
し
そ
う
だ
。

 

紫
外

線
の
話
は
色

々
と
不
思
議

な
世
界
だ
と

思
っ
た
。

人
が
通
常
見
て

い
る
風
景
と

は
違
っ
て
い

る
の
は
面
白

い
。

紫
外
線
の
色
に
よ
っ
て
惑
わ
さ
れ
て
い
る
昆
虫
が
あ
る
意

味
あ
わ
れ
で
あ
る
と
思
っ
た
。

 

 ・
2
班

 

太
陽
の
大
き
さ
は
大
き
い
と
い
う
こ
と
は
分
か
っ
て
い
た
が
、実

際
に
数
字
を
出
さ
れ
る
と
、も

は
や
値
が
大
き
く

と
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。プ

ロ
ミ
ネ
ン
ス
で
す
ら
地
球
の
数
倍
あ
る
そ
う
な
の
で
、そ

の
大
き
さ
の
す
ご
さ

を
感
じ
る
。

 

U
V

A
・

U
V

B
そ

れ
ぞ

れ
波

長
の
長

さ
が

違
い
、

そ
れ

ぞ
れ

散
乱

の
し

や
す

さ
と

か
が

あ
る

の
を

初
め

て
知

っ
た

。
山
の
高
い
方
へ
行
け
ば
、そ

の
分
空
気
の
層
が
薄
く
な
る
の

で
値
が
高
く
な
る
の
は
分
か
っ
て
い
た
が
、そ

の
中
で
も
、

U
V

B
の
値
が
比
較
的
高
か
っ
た
の
は
初
め
て
知
っ
た
。
お

肌
の
対
策
が
重
要
ら
し
い
…

 

2
 

  ・
3
班

 

地
衣
類
は
身
近
に
い
る
が
、

2
5
0
0
m

も
高

い
過

酷
な

環
境

に
も

生
存

で
き

る
力

強
さ

に
す

ご
さ

を
感

じ
た

。
コ

ケ
が
主
な
そ
う
だ
が
、下

の
環
境
で
は
生
き

残
れ

な
い

か
ら

、上
の

方
に

あ
る

意
味

逃
げ

る
形

で
自

種
の

生
存

場
所

を
見

つ
け
た
の
だ
ろ
う
。

 

シ
ダ
類
は
湿
地
帯
に
多
い
イ
メ
ー

ジ
が

あ
っ

た
が

、そ
の

他
に

も
角
度

な
ど

様
々

な
条

件
下

で
生

育
で

き
る

の
は

ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
と
て
も
、
デ
リ
ケ

ー
ト
だ

な
と

い
う

の
が

一
番

の
感

想
で

あ
る

。
 

 ・
4
班

 

水
質
が
ま
だ
き
れ
い
で
良
か
っ
た
。多

様
な

水
中

昆
虫

が
多

い
そ

う
で

、豊
か

な
生

態
系

な
の

だ
ろ

う
。こ

れ
ら

か
ら
、多

く
繁
殖
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
天

敵
も

少
な

い
の

だ
ろ

う
。た

だ
、湖

の
p

H
が

ア
ル

カ
リ

性
を
指

し
て

い
た

の
は
気
に
な
る
。酸

性
の
方
が
ま
だ
生
き

物
に

は
良

い
と

さ
れ

る
の

で
、影

響
は
無

い
の

だ
ろ

う
か

。リ
ン

が
無
い

そ
う
な
の
で
、人

間
の
汚
水
が

流
れ
て
い
る

事
は

な
い

と
思

わ
れ

る
。し

か
し

、歩
い

て
い

る
と

、お
菓

子
の
ゴ

ミ
等

が
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、今

後
が

心
配
さ

れ
る

。今
は

回
収
さ

れ
て

い
る

の
か

、そ
れ

と
も

考
察

の
よ

う
に

キ
レ
イ
に
全

て
消
費
さ
れ
て
い
る
の
か
は

分
か

ら
な

い
が

、
数

値
だ

け
で

安
心

し
て

は
な

ら
な

い
よ

う
な

気
が

し
た

。
 

 志
木

高
3
年

 

今
回
の
こ
の
実
習

で
は
、三

泊
四
日

と
い

う
短
い

期
間

で
し

た
が

、そ
の

短
い

期
間

で
調

査
の

方
針
を

立
て
、方

法
を
考
え
、デ

ー
タ
を
整
理
し
考
察
す
る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。日

常
で

は
、フ

ィ
ー
ル

ド
ワ

ー
ク

を
す

る
こ

と
は

あ
ま

り
な
く
、
ま
た
、
グ
ル
ー

プ
で
実
験
を

す
る

機
会

も
な

い
た

め
、

非
常

に
良

い
経

験
と

な
り

ま
し

た
。

 

ま
た
、私

の
班
に
は
理
工
学

部
の
大
学

生
の

方
が

い
て

、学
部
の

お
話

な
ど

を
聞
く

こ
と

が
で

き
、将

来
の
進

学
の

一
助
と
な
り
ま
し
た
。

 

実
際
に
研
究
を
や
っ
て
み
て
、私

た
ち

の
班

は
、プ

レ
ゼ

ン
を

作
る

段
階
で

先
生

の
手

助
け

が
全
く

無
か

っ
た

た
め

、
と
て
も
大
変
な
作
業
で
し
た
が
、
グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

い
、

共
に

ス
ラ

イ
ド
を

作
製

す
る

の
は

楽
し

い
も

の
で

し
た

。 
ス
ラ
イ
ド

を
作
る
作
業
は

ほ
と
ん
ど
江
田

さ
ん

に
頼
り

切
り

に
な

っ
て

し
ま

い
、大

変
申
し

訳
な

い
こ

と
に

な
っ

て
し

ま
い
ま
し
た
。
全

く
力
に
な
れ
ず
、
大
変

悔
し

い
思

い
で

す
。

 

私
た
ち
の
班
は
生
徒

主
体
で
行
う
こ
と

が
で

き
、

と
て

も
面

白
か

っ
た

で
す

。
 

 志
木

高
3
年

 

と
ま
ど
い
の
連
続
だ
っ
た
。じ

ゃ
ん

け
ん

に
負
け

て
と

ば
さ

れ
た

の
は

中
学

校
の

授
業

で
や

っ
た

以
来
、一

度
も

手
を
つ
け
た
こ
と
の
な
い
「
地

学
・
天

文
学

」
の

天
文
班

。
ま

わ
り

の
ほ
と

ん
ど

は
天

文
部

で
、
一

人
だ

け
生

物
部

が
ま

ぎ
れ
こ
ん
で
る
こ
と
に
場
違
い
な
雰
囲

気
を

感
じ

て
、

実
を

言
う

と
初

日
・

2
日

目
く

ら
い

ま
で

は
不

安
だ

っ
た

し
、

怖
か
っ
た
。み

ん
な
が
テ

キ
パ
キ
動
い

て
い

る
中

で
一
人

だ
け

ウ
ロ

チ
ョ

ロ
し

て
る

と
き

の
情
け

な
く

や
る

せ
な

い
感

じ
、
こ
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
か
な
と
後

悔
し

た
こ

と
も

あ
る

。
 

で
も
、今

で
は
そ
う
は
思
っ
て
い
な

い
。知

ら
な

い
分

野
に

触
れ

る
こ

と
が

で
き

た
の

は
大

き
な

収
穫

だ
し

、結
局

ウ
ロ
チ
ョ
ロ
し
て
い
る
う
ち
に
や
り
方
が

わ
か

っ
て

き
て

、最
終

的
に

は
自

分
で

も
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。何
よ

り
他
の
人
と
の
交
流
が
楽
し
か
っ
た
。

 

最
終
日
の
発
表
は
少
し
失
敗
し
た
と

こ
ろ

も
あ

っ
た

け
れ

ど
、調

べ
て

検
証

し
て

考
察

し
て

デ
ー

タ
を

つ
く

り
あ

げ

資
料

3．
参

加
者

の
感

想
（

抜
粋

）
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 た
、
形
に
し
た
と
い
う
の
は
大
き
な
経
験
だ
し
、
後

々
ま
で
の
財

産
に
な
る
と
思
う
。
参
加
し
て
良
か
っ
た
。

 

 志
木

高
2
年

 

今
回
、

4
日
間
、
有
意
義
で
あ
ま
り
日
常
で
は
体
験
で
き
な
い
よ
う
な
こ
と
が
で
き
た
。
普
段
、
都
会
で
生
活
す
る

こ
と
が
多
く
、自

然
に
あ
ま
り
ふ
れ
ら
れ
な
い
し
、登

山
な
ど
は
小
学
校
以
来
で
あ
っ
た
。夏

休
み
を
利
用
し
て
、格

安
で
来

れ
て
大
満
足
で
あ
っ
た
。

 

色
々
と
ハ

ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
思
う
よ
う
に
水
質
の

サ
ン
プ
リ

ン
グ
は
と
れ
な
か
っ
た
が
、短

い
間
で
協
力
し
て

カ
ヌ
ー

で
湖
心
で
と
っ
た
り
、小

川
で
と
っ
た
り
と
、で

き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
サ

ン
プ
リ

ン
グ
を
と
る
こ
と
が
で
き

た
。
た
だ
、

2
日
目
ま
で
わ
り
と
ス
ロ
ー

ペ
ー
ス
で
進

め
て

い
た
た
め
、
深
夜
ま
で
突
入
し
て
考
察
を
や
る
こ
と
に
な

り
、
眠
さ
と
の
戦

い
に
な
っ
た
が
、
パ
ワ
ポ
、
原
稿
、
考
察
を
一
応
す
べ
て
終

わ
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
て
、
達
成
感
を

味
わ

っ
た

。
も

う
少

し
計

画
的

に
て

き
ぱ

き
と

や
る

べ
き

だ
っ

た
と

反
省

し
て

い
る

。
た

だ
、

測
定

す
る

機
械

が
1

台
し
か
な
く
、
ア
ン
モ
ニ
ア
は

一
回
で

1
0
分
と
大
幅

な
時
間
の
ロ
ス
を
し
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
、
次
回
は
も
う

少
し
増

や
し
て
欲

し
い
と
も
思
っ
た
。

 

塾
高

や
大

学
の

方
な

ど
、

普
段

接
す

る
機

会
が

な
い

方
た

ち
と

班
の

中
で

団
結

し
て

行
動

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
色
々
な
お
話
を
聞

け
た
り
と
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
て
、

た
め
に
な
っ
た
。

 

発
表
で
は
、正

直
他
の
班
よ
り
劣

っ
て
い
る
と
は
思
っ
た

が
、水

質
や

微
生
物
の
関
係
な
ど
の
考
察
を
し
た
こ
と
を

わ
か
り
や
す
く
説
明
で
き
た
と
は
思
っ
た
。考

察
が
も
と
も
と
遅

く
で
き
た
の
で
、パ

ワ
ポ
は
さ
ら
に
そ
の
後

と
、か

な
り
あ
わ
て
て
つ
く
っ
た
感
が
否

め
な
か
っ
た
。
計
画
性
の
大
切

さ
を
改

め
て
思
い
知
っ
た
。

 

 塾
高

2
年

 

・
グ
ル
ー

プ
 

夏
の
学
校

に
は
、今

年
で
四

回
目
の
参
加
だ
っ
た
。今

年
は
、昨

年
に
引

き
続
き
昆
虫
班
で
作
業
さ

せ
て
い
た
だ
い

た
。昨

年
と
は
違
い
、池

田
先
生
が
昆
虫
班
に
い
ら
し
た
の

で
、昆

虫
と
草
花
の

関
係
に
つ
い
て
の
考
察
や
、紫

外
線

透
過
フ
ィ
ル
タ
ー

を
使
用
し
、デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し

た
写
真
の
考
察
も
す
る
こ
と
が
で
き
て
、と

て
も
良
か
っ

た
と
思
う
。特

に
、コ

ウ
ゾ
ソ
ナ
と
い
う
花

は
、華

の
外
側

の
部
分
は
紫
外
線
を
反
射
す
る
が
、内

部
は

全
く
反
射
し

な
い
と
い
う
面
白
い
模

様
が
浮

き
上
が
っ
て
き
た
。こ

れ
は
、虫

に
蜜

の
場
所
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
知
ら
せ

、花
粉

を
運
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
狙

い
が
あ
る
こ
と
に
驚

い
た
。
ま
た
、
草
花
・
昆
虫
の
形
や
模

様
、
行
動
は
、
ど
れ
も

意
味
が
あ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
強
く
感
じ
た
。

 

昆
虫
の
同
定

に
は
、多

く
の
手
間
と

時
間
が
か
か
っ
た
が
、昨

年
よ
り
は
、効

率
的
に
自
分
な
り
に
作
業
で
き
た
の

で
よ
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
道
具
を

用
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
柊
原
先
生
に
感
謝

し
た
い
。

 

 ・
全
体

 

今
年
は
昨
年
に
比
べ
一
泊
長
か
っ
た
た
め
、充

実
し
た
研
究
が
で
き
た
と
思
う
。た

だ
、プ

レ
ゼ

ン
を
ま
と
め
る
時

間
や
、グ

ル
ー

プ
内
で
の
話
し
合
い
な
ど
の
時
間
が
少
な
か

っ
た
の
で
、で

き
れ
ば
来

年
は
よ
り
一
泊
長
く
し
て
い
だ

き
た
い
と
思
う
。
そ
れ
に
よ
り
、
よ
り
一

層
充
実
し
た
成
果
発
表
が
で
き
る
と
思
う
。

 

宿
泊
棟
は

3
号
棟
で
と
て
も
良
か
っ
た
。
ま
た
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
は
肉
の
量
も
丁

度
良
く
、
来

年
も
「

白
樺
湖
コ

ー
ス

」（
1
5
0
0
￥

）
で

是
非

お
願

い
し

た
い

で
す

。
今

年
は

、
同

じ
グ

ル
ー

プ
に

韓
国

か
ら

の
留

学
生

の
方

が
お

り
、

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、う

ま
く
グ
ル
ー

プ
が
ま
と
ま
っ
た
と
思
う
。ま

た
、同

学
年
の
者

だ
け
の
グ
ル
ー

プ
で
は
な
く
、

4
 

 中
・
高
・
大
の
生
徒
が
一
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
な

る
こ

と
で

、多
く

の
視

点
か

ら
物

事
を

考
察

す
る

こ
と

が
で

き
、そ

れ
が
結
果
的
に
良
い
発
表
に
つ
な
が
っ
た

の
だ

と
思

う
。

 

ま
た
、作

業
の
合
間

に
大
学
生
の
方
と

お
話

し
す

る
機
会

も
あ

り
、特

に
稲

垣
さ

ん
に

大
学

で
の

貴
重

な
お

話
が

聞
け
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
う
。
僕
も
大

学
で

法
法

か
法

政
に
進

学
で

き
る

よ
う

に
、

塾
高

で
頑

張
ろ

う
と

思
っ

た
。 

 ＜
今
年
＞

 

初
日
…
現

地
入
り
、
午
後
実

習
 

2
日
目
…
登
山
、
午
後
実

習
 

3
日
目
…
実
習

、
プ
レ
ゼ
ン
ま
と
め

 

4
日
目
…
発
表
、

帰
京

 

 ＜
来
年
の
理
想
＞

 

初
日
…
現

地
入
り
、
午
後
実

習
 

2
日
目
…
登
山
、
午
後
実

習
 

3
日
目
…
一

日
中
実
習

 

4
日
目
…
プ
レ
ゼ
ン
ま
と
め

 

5
日
目
…
発
表
、

帰
京

 

 ・
最
後
に

 

今
年
も
恵

ま
れ
た
環
境
の
中
で
三
泊

四
日

活
動
さ

せ
て

い
た

だ
き

、
あ

り
が

と
う

ご
ざ
い

ま
し

た
。

 

今
年
は
実
習

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、そ

れ
以

外
で

の
大

学
生

や
先
生

方
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
が

と
て

も
思

い
出
に
残
り
ま
し
た
。来

年
も
、こ

の
素

晴
ら

し
い

体
験

に
少

し
で

も
興

味
が

あ
る

友
達

が
い

た
ら

、誘
っ

て
あ

げ
よ

う
と
思
い
ま
す
。

 

企
画
し
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
方
、
あ

り
が

と
う

ご
ざ
い

ま
し

た
。

 

 塾
高

2
年

 

僕
が
今
回
夏

の
学
校

に
来
た
理
由
は

、単
純

に
加

賀
見

君
に

誘
わ

れ
た

か
ら

と
、少

し
自

然
が

好
き

で
あ

っ
た

か
ら

で
し
た
。軽

く
森
を
歩

い
て
、簡

単
な

発
表

を
し

て
終
わ

り
か

な
、な

ん
て

ぼ
ん

や
り

考
え

て
き

て
み

る
と

、実
際

は
全
く
違
っ
て
相

当
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。山

に
登

り
、星

を
観

察
し

、湖
の

調
査
を

し
…

ま
さ

に
文
字

通
り

蓼
科

を
調

べ
つ
く
し
た
気
が
し
ま
す
。報

告
書
作

成
も

と
て

も
大

変
で

し
た

け
ど

、何
か

普
段

の
学

校
生

活
の

中
で

は
経

験
す

る
こ

と
の
な
い
も
の
を
や
っ
た
こ
と
に
よ
っ

て
自

分
の

能
力

が
上

昇
し

た
気

も
し

て
い

ま
す

。
 

こ
ん
な
大
規

模
な
研
究
を
で
き
る
環

境
を

用
意

し
て

く
だ

さ
っ

た
先
生

方
に

は
本

当
に

感
謝
し

て
い

ま
す

。あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
来

年
も
開
催
地

が
ど

こ
で

あ
れ

、
ま

た
参

加
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

 

 塾
高

2
年

 

1
日
目
、
女
神
湖

1
周
の
散
歩

は
周

り
の

景
色

や
様

々
な

昆
虫

や
生

物
を

見
る

こ
と

が
で

き
、

楽
し

か
っ

た
。

 

2
日
目
、
登
山
は
久

し
ぶ
り
、
か
つ

い
つ

も
と

は
違

う
筋
肉

を
使

い
、
筋

肉
痛

に
な

っ
た

。
山

頂
で

は
雨
が

降
り

出
し
さ
ん
ざ

ん
だ
っ
た
が
、そ

れ
も
ま
た

い
い

思
い

出
と

な
っ

た
。夜

の
天

体
観

測
は

晴
れ

て
、夏

の
第

三
角

形
や

さ
そ
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 り
座
な
ど
が
く
っ
き
り
と
見
え
た
。途

中
で
森
の
方
へ
行
っ
た
と
き
に
、野

生
の
シ
カ

を
見
る
こ
と
が
で
き
と
て
も
驚

い
た
。

 

3
日
目
の
太
陽
観
察
で
は
、プ

ロ
ミ
ネ
ン
ス
と
黒

点
が
見
え
て
興
味
深

か
っ
た
。発

表
準
備
の

デ
ー
タ
考
察
で
は
頭

を
フ
ル
活

用
し
、
疲
労
困
憊
だ
っ
た
。
夜
、
土
星
の
観
察
を
し
、
土
星
の
輪
ま
で
は
っ
き
り
と
観
測
で
き
、
さ
ら
に
天

文
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
来

年
も
き
て
天
体
観
測
し
た
い
と
思
っ
た
。

 

 塾
高

2
年

 

今
回
、
参
加
す
る
か
迷

っ
た
の
で
す
が
、
終

わ
っ
て
み
て
と
て
も
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

 

蓼
科
山
荘

の
3

号
棟
は
初
め
て
泊

ま
っ
た
の
で
す
が
、
い
つ
に
な
く
設
備
が
良
い
施
設
で
、
宿
泊

を
す
る
こ
と
が

で
き
て
と
て
も
快
適
で
し
た
。

 

 塾
高

3
年

 

毎
年
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
三
泊
四
日
と
い
う
こ
と
で
、
余
裕
を
も
っ
て
観
察
・

実
測

で
き

ま
し

た
。 

蓼
科
山
の
登
山
は
、途

中
で
雨

が
降
っ
て
寒

か
っ
た
で

す
。晴

れ
て
い
て
も
、合

羽
を
持
つ
こ
と
を
強
く
お
す
す
め

し
ま
す
。

 

今
回
は
水
質
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。か

つ
て
は
蓼
科
の
植

物
に
関
す
る
調
査

ば
か
り
で
、女

神
湖

に
じ
っ
く
り
む

か
う
の
も
初
め
て
で
し
た
。水

中
の
物
質
を
測
定

す
る
機
械

な
ど
も
新
鮮
な
も
の
ば
か
り
で
良
か
っ
た
で
す
。発

表
は

う
ま
く
ま
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、た

く
さ
ん
の
デ

ー
タ
を
と
れ
ま
し
た
。一

貫
校
の
方
々
と
は
さ
ま
ざ

ま
な

話
が
で
き
ま
し
た
。特

に
同
年
代
の
志

木
高
生
と
は
、お

互
い
の
校

風
を
話
し
合
っ
た
り
、ト

ラ
ン
プ
で
遊

ん
だ
り
と

楽
し
か
っ
た
で
す
。

 

 塾
高

3
年

 

こ
の
行
事

に
参
加
す
る
の
は
今
回
で

3
回
目
と
な
る
が
、毎

回
違
っ
た
発

見
が
あ
る
の
が
非

常
に
面
白
い
と
思
う
。

今
回
も
天
体
・
気
象

を
主
に
扱

う
班
に
所
属

し
た
が
、
昼

間
は
発
表
に

む
け
て
の
デ

ー
タ
測
定
、
夜
間

は
3

日
す
べ

て
で

星
を
見
る
こ

と
が
で
き
た

。
デ
ー
タ
測

定
と
い
う
こ

と
自
体
は
毎

回
お
こ
な
っ

て
い
る
こ
と

で
は
あ
る
も

の
の
、

違
っ
た
機

器
を
使
う
こ
と
で
自
分
が
今
ま
で
縁

の
な
か
っ
た
知
識

を
と
も
に
得

る
こ
と
が
で
き
、
た
め
に
な
っ
た
。

 

全
体

を
通
し
て
一

番
面
白
い
と

感
じ
た
の
は
、「

望
遠
鏡
を

通
し
て
空
を

見
る
」
と
い

う
こ
と
だ
っ

た
。
今
ま
で
は

夜
に
星
を
観
察
す
る
こ
と
に
の
み
使
用
し
て
い
た
が
、今

回
は
太
陽
を
見
る
と
い
う
新

し
い
こ
と
に
も
挑

戦
す
る
こ
と

が
で

き
て
楽
し
か

っ
た
。
逆
に

夜
は
雲

が
出

て
し
ま
っ
て

あ
ま
り
本
格

的
に
星
を
見

る
こ
と
は
か

な
わ
な
か
っ

た
が
、

夏
の
小
三
角
形
や
そ
の
中
の
土
星
を
観
察
で
き
て
、特

に
土

星
に
関

し
て
は
し
っ
か
り
周
り
の
輪

ま
で
見
る
こ
と
が
で

き
て
興
奮

し
た
。望

遠
鏡
自
体
を
扱

う
こ
と
に
関

し
て
も
興
味
が
湧
い
て
き
た
の
で
、次

回
も
や
っ
て
み
た
い
と
思
う
。 

発
表
に

関
し
て
は
大
学
生
の

2
人
が
リ

ー
ド
し
て
く
れ

た
の
で
多
く
の
こ
と
は
学
ぶ
こ
と
も
で
き
た
し
、
自
分
自

身
で
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
タ

ー
を
作
っ
て
み
て
ま
だ
下
手

な
部
分
が
多
い
こ
と
を
実
感
し
た
。し

か
し
人
前
で
実
際
に
話
す

こ
と
に
関

し
て
は
慣

れ
て
き
た
と
は
感
じ
た
。

 

最
後
に
、今

回
は
班
員

に
恵
ま
れ
研
究
内

容
も
非
常
に
面
白
い
も
の
だ
っ
た
。三

泊
に

増
え
た
こ
と
も
あ
っ
て
、発

表
に
力
を
入

れ
る
こ
と
も
で
き
、星

を
観
察
す
る
機

会
も
そ
の
分
増

え
た
の
で
是
非
と
も
今
後

も
こ
の
状

態
に
し
て
ほ

し
い
と
思
う
。
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 経
済

学
部

1
年

 
 

・
1
班

 

昨
年
と
今
年
で
は
違
う
種
類
の
昆
虫

が
と

れ
て

て
、良

い
比

較
に

な
っ

た
と

思
い

ま
す

。虫
の

眼
か

ら
見

た
景

色
が

不
思
議
な
色
合
い
で
興
味
深

か
っ
た
で
す

。
改
善

点
や

感
想
が

う
ま

く
ま

と
め

て
あ

り
ま

し
た

。
 

・
2
班

 

関
連
か
ら
具

体
的
に
調
べ
て
く
と
こ
ろ

が
お

も
し

ろ
か

っ
た

。温
度

と
音
の

推
移

が
コ

メ
ン

ト
が

た
く

さ
ん

か
か

れ
て
て
良
か
っ
た
で
す
。
や
っ
ぱ

り
U

V
A

は
森

林
が

カ
バ

ー
す

る
こ

と
で

少
な

く
な

る
の

か
な

と
思

っ
た

ん
で

す
が

、
そ
う
で
も
な
く
て
び
っ
く
り
で
し
た
。

将
軍

平
で

の
U

V
A
の

数
値

に
驚
き

ま
し

た
。

 

・
3
班

 

斜
面
が
シ
ダ
の
生
息
地
だ
と
い
う
の

は
、

初
め

て
気

づ
き

ま
し

た
。

 

・
5
班

 

蓼
科
の
木
々
は
種
類
が
多
い
こ
と
。落

葉
樹

の
意

味
、垂

直
分

布
が

わ
か

り
や

す
い

図
と

説
明

で
あ

っ
た

と
思

い
ま

す
。
実
験
方
法

も
紙
を
切
っ
た
り
し
て
、

シ
ン

プ
ル
で

家
で

も
頑

張
れ

ば
で

き
そ

う
だ

な
ぁ
と

思
い

ま
し

た
。

 

 文
学

部
1
年

 

8
月

1
7
日
の
夜
、
私

は
よ
く
寝

ら
れ

な
か

っ
た

。
次
の

日
、

い
よ

い
よ

長
野
に

行
く

日
が

来
る

か
ら

で
あ

る
。

1
8

日
に
な
り
、朝

起
き
て
家

を
出
た
。荷

物
を

持
っ

て
学

校
に

向
か

っ
た

ら
バ
ス

が
あ

っ
た

。バ
ス

に
乗
っ

て
数

時
間

走
っ
て

、
長
野

に
初

め
て
着

い
た

時
、「

す
ず

し
い

」
し

か
思

っ
て

こ
な

か
っ

た
。
私

の
班

の
先
生

と
学

生
た

ち
と

会
っ

て
話
し
て
み
た
ら
、み

ん
な
優

し
く
て

う
れ

し
か

っ
た

。女
神

湖
と

い
う

と
こ

ろ
に

ま
ず

行
っ

た
が

、水
を

見
た

の
が

久
し
ぶ
り
だ
っ
た
の
で
新
鮮
な
感
じ
が

し
た

。こ
こ

は
東
京

で
は

な
い

と
い

う
こ

と
が

思
い

出
さ

れ
た

。女
神

湖
に

沿
っ
て
周
辺
を
歩

い
た
が
、気

持
ち
よ
か
っ

た
。自

分
が

浄
化

さ
れ

る
よ

う
な

気
が

し
た

。私
の

中
に

あ
っ

た
心

配
や

悪
い
思
い
は
、
全
部
東

京
に
お
い
て
、
清

い
精

神
と
肉

体
だ

け
が

来
た

よ
う

な
感

じ
が

し
た

。
 

次
の
日
に
は
立

科
山
に
登
っ
た
。本

当
に

つ
ら

か
っ

た
。途

中
に

何
度

も
あ

き
ら

め
た

い
と

思
っ

た
。し

か
し

、そ
の
時
、周

辺
の
様
々
な
人
が
私

を
助
け

て
く

れ
た

。本
当

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ
い

ま
す

。途
中

で
本

当
に

あ
き

ら
め

よ
う
か
な
と
思
っ
た
時

も
あ
る
。
し
か
し

、
あ

き
ら

め
た

く
な

か
っ

た
。
自

分
に

勝
ち

た
く

な
っ

た
。
今

、
頂

上
に

登
ら

な
い
と
、こ

れ
か
ら
も
人
生
を
生
き
て
い

く
と

き
に

、何
も

で
き

な
く

な
る

と
い

う
感

じ
が

し
た

。そ
こ

で
、達

成
し

た
！
！
霧
の
た
め
に
何
も
見
え
な
か
っ
た

け
ど

、そ
の

時
の

達
成

感
は

永
遠

に
忘

れ
な

い
。ま

た
、夜

に
見

た
星

が
い

っ
ぱ
い
あ
る
空
も
忘

れ
な
い
。今

ま
で
見

た
空

の
中

で
一

番
き

れ
い

な
空

で
あ

っ
た

。流
れ

星
が

見
え

な
か

っ
た

の
は

残
念
だ
っ
た
。
み
ん
な
見
た
の
に
！
！

 

プ
レ
ゼ
ン
の
準
備
さ
え
楽
し
か
っ
た

。み
ん

な
協
力

し
て

作
っ

た
の

で
、い

い
プ

レ
ゼ

ン
を

作
る

こ
と

が
で

き
て

う
れ
し
か
っ
た
。プ

レ
ゼ
ン
を
作

る
途
中

に
バ
ー

ベ
キ

ュ
ー

も
し

た
が

、日
本
に

来
て

し
た

初
め

て
の

バ
ー

ベ
キ

ュ
ー

だ
っ
た
の
で
ド

キ
ド
キ
し
た
。
や
き
そ
ば

、
牛

肉
、
豚

肉
、
と

う
も

ろ
こ

し
、
ソ

ー
セ

ー
ジ

な
ど

を
食
べ

た
が

、
お

い
し

か
っ
た
。プ

レ
ゼ
ン
の
準
備
が

終
わ
っ

て
、部

屋
に

一
人

で
戻
る

と
き

に
無
意

識
的

に
空

を
見

た
。空

の
中

に
は

私
が

思
っ
た
よ
り
も
っ
と
も
っ
と
多
い
星
が

あ
っ

た
。そ

の
中

で
カ
シ

オ
ペ

ア
を

自
分

で
探
し

た
。も

う
こ

こ
を

離
れ

た
く

な
く
な
っ
た
。先

生
が
望
遠
鏡
で
見
せ

て
く

れ
た

リ
ン

グ
ま

で
見

え
た

土
星

は
本

当
に

す
ご

か
っ

た
。土

星
を

目
で

見
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
思
っ
て
も
な
か

っ
た

の
で

感
動
的

で
あ

っ
た

。
 

こ
こ
に
来

た
の
を
、絶

対
後
悔
し
な
い

。む
し

ろ
来
て

よ
か

っ
た

と
思

う
。こ

の
よ

う
な

き
れ

い
な

空
を

東
京

で
は

見
ら
れ
な
い
点

が
悲
し
い
。自

分
も
ち
ょ

っ
と

は
成

長
す

る
こ

と
が

で
き

た
と

思
う

。様
々

な
こ

と
に

つ
い

て
学

ぶ
こ
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 と
も
で
き
た
し
、
心
的
に
も
安
定

が
で
き
た
三
泊
四
日
で
あ
っ
た
。

 

 法
学

部
法

律
学

科
2
年

 

ま
ず
、
合
宿
を
主
催

な
さ
っ
た
先

生
方
、
お
疲

れ
様
で
し
た
。

 

秋
山
先
生
に
誘

っ
て
頂

き
、あ

ま
り
深

く
思
慮

せ
ず
参
加
し
ま
し
た
が
、衝

動
的
に
動

い
て
大
正

解
だ
っ
た
な
と
思

い
ま
す
。天

文
班
で
は
普
段
見
ら
れ
な
い
た
く
さ
ん
の
星
や
太
陽
の
構
造
を
観
察
で
き
、活

発
的
に
取
り
組
む
高

校
生

の
姿
は
、
ほ
ん
の

1
、

2
歳
上
で
あ
る
大
学
生
の
私

か
ら
も

刺
激
的
で
し
た
。
発
表
の

準
備
に
お
い
て
も
自
発

的
に
ア

イ
デ
ア
を
出
し
た
り
、み

や
す
い
工

夫
を
施
そ
う
と
い
う
意
欲

が
見
ら
れ
た
り
、さ

す
が
慶
應
の

内
部
生
だ
な
と
実
感

し
た

限
り
で
す
。

た
だ
、
人
前

で
話
し
た
り

す
る
の
は
ま

だ
ま
だ
負
け

て
い
な
い
と

（
も
ち
ろ
ん

で
す
が
）、

ま
た
早

口
だ
っ
た
り
、口

調
も
穏

や
か
で
な
い
な
と
い
う
感
想

も
持
ち
ま
し
た
。こ

の
合
宿
な
ど
に
参
加
し
て
機

会
を
増

や
す

の
は
と
て
も
有

益
な
の
で
は
な
い
か
と
考
察
し
ま
す
。自

分
自
身
さ
ま
ざ

ま
な
反
省
は
あ
り
ま
し
た
が
、来

年
も
是
非

参
加
し
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
合
宿
で
し
た
。

 

 理
工

学
部

生
命

情
報

学
科

3
年

 

4
日
間
を
通
し
て
、
日
ご
ろ
都
内

で
は
体
験
で
き
な
い
こ
と
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
た
実
習

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

蓼
科
山
で
の
登
山
、
蓼
科
周
辺
の
植

物
（
特
に
地
衣
類
、
シ

ダ
類
）
を
観
察
し
て
、
標
高
や
気
候

と
い
っ
た
条
件
の
影

響
に
よ
り
生
ま
れ
た
生
物

の
多
様
性

を
実
感
し
ま
し
た
。地

衣
類
や
シ
ダ
類
の
生
息
環
境
の
特
徴

を
自
分
で
調
査

す
る

こ
と
に
よ
り
、
生
物

の
生
き
残
り
戦

略
を
よ
り
深

く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

 法
学

部
政

治
学

科
4
年

 

学
生
生
活
最
後
の

夏
休
み
の
思
い
出
に
と
思
い
引

き
受
け
た
今
回
の
実
習

で
し
た
。通

常
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
は
異

な
り
、大

学
生
で
は
な
く
、中

高
生
と
合
同
の
実
習
と
い
う
こ
と
で
、色

々
と
新
鮮
な

印
象
を

受
け
る
こ
と
も
多
く
、自

分
自
身
と
し
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
特
に

2
日
目
の
登
山
は
、
日
本

で
は
な
か
な
か
経
験
し
た
こ

と
が
な
い
も
の
で
し
た
が
、非

常
に
貴
重
な
機

会
で
、途

中
か
ら
天
候

に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、楽

し
む

こ
と
が

で
き
ま
し
た
。ま

た
星
空
の
観
察
な
ど
も
都
会
で
は
十

分
に

行
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、と

て
も
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。

 

各
班
に
分
か
れ
て
の
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
も
、先

生
方
の
協

力
も
あ
り
、自

分
が
事

前
に
想

像
し
て
い
た
も

の
よ
り
も
、遥

か
に
密

で
充
実
し
て
い
ま
し
た
。自

分
自
身
が
班
の
テ

ー
マ
に
関

し
て
ほ

と
ん
ど
素

人
で
あ
っ
た
た
め

に
、
始
め
た
直
後
は
難
し
か
っ
た
で
す
が
、
段
々
と
班
の
高
校

生
の

2
人
も
発
言
す
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
た
ち
が

で
き
る
精

一
杯
の
ワ
ー
ク
と
発
表
を
行
う
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。ま

た
、発

表
を

聞
い
て
い
て
も
、他

の
班
も

非
常
に
密

で
複
雑
な
観
察
や
発
表
を
行
っ
て
お
り
、皆

で
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

 

個
人
的
に
は
、や

は
り
事

前
の
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
に
関

す
る
準
備（

勉
強
）が

不
足
し
て
い
た
点

が
反
省
ポ
イ
ン
ト

で
す
。高

校
生
主
体
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
の
で
大
学
生
が
ど
の
程

度
介
入
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
も
探

り
探
り
で
し
た
が
、

こ
の
点

に
つ
い
て
は
あ
ま
り
深

く
考
え
な
く
て
も
良
か
っ

た
か
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

 

 教
員

１
 

・
天
気
に
め
ぐ

ま
れ
て
、
山
も
湖

も
十
分
に
活
動

で
き
て

よ
か
っ
た
。
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 ・
登
山
は
キ
ツ

か
っ
た
が
、休

息
に
団
結

力
が

生
ま

れ
た

よ
う

で
、そ

の
後
の

活
動
に

と
っ

て
も

よ
い

関
係

が
で

き
た

よ
う
で
よ
か
っ
た
。

 

・
課
題
研
究
は
、
ど
の
班
も
、
遊
ん
で

し
ま

う
生

徒
も

な
く

、
皆

協
力

し
て

や
っ

て
お

り
、
全

体
的

に
な

か
な

か
よ

く
ま
と
ま
っ
た
も
の
が
で
き
て
い
た
と
思

う
。自

分
の

担
当

し
た

女
神

湖
班

は
、私

の
準

備
不
足

か
も

し
れ

な
い

が
、も

う
少
し
基
礎
知

識
を
頭
に
入
れ
る
こ
と
を

し
て

か
ら

実
験

さ
せ
た

方
が

よ
か

っ
た

。水
質

の
意

味
等

を
よ

く
理
解

し
て

い
な
い
ま
ま
の
実
験
で
、
深

い
考
察
が

で
き

な
か

っ
た

の
が

残
念
だ

っ
た

。
次
回

へ
の

反
省

点
と

し
た

い
と

思
う

。
 

・
三
泊
四
日
の
期
間
は

ベ
ス
ト
だ
と
思

い
ま

す
。

 

 教
員

２
 

今
年
も
池
田
先
生
と
昆
虫
分
野

を
担
当

い
た

し
ま

し
た

。昨
年

は
私
自

身
も

初
め

て
と

い
う

こ
と

も
あ

り
、た

だ
ひ

た
す
ら
昆
虫
を
採
集
・
同
定
す
る
こ
と

に
終
始

し
て

い
ま

し
た

。当
然

の
よ

う
に

問
題

点
も

多
く

、今
年

は
以

下
の

点
を
改
善
・
追
加
点
と
し
て
臨

み
ま
し
た
。

 

・
昆
虫
図
鑑
数
の
大
幅

追
加

 

・
採
集
・
同
定

し
た
昆
虫
を
そ
の
場
で

標
本

を
作

製
す

る
（

作
業

の
追

加
）

 

・
採
集
道
具
の

追
加

 

・
採
集
フ
ィ
ー

ル
ド
の

追
加
（
蓼
科
牧

場
）

 

日
程
が

1
日
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
結

果
は

上
々

で
あ

っ
た

と
思

い
ま

す
。

 

全
体
で
は

1
0
0
匹

以
上
、

7
0
～

8
0
種

程
度

の
昆

虫
を

同
定
・

標
本

化
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。「

蓼
科

の
昆

虫
図
鑑
」

の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
大
幅

に
進

み
ま

し
た

。
 

ま
た
、参

加
者

の
ほ
と
ん
ど
全

員
が
生

ま
れ

て
は

じ
め

て
昆

虫
の

標
本

の
作

成
を

経
験

し
て

お
り

、最
初

は
お

っ
か

な
び
っ
く
り
で
、
展
脚
や

展
翅
も
な
か

な
か

上
手
く

で
き

て
い

ま
せ
ん

で
し

た
が

、
1
日

す
る

と
慣
れ

て
き

て
、
最

後
の
方
は
黙

々
と
出
来

の
良
い
標

本
を
仕
上

げ
る

こ
と

が
で

き
て

い
ま

し
た

。標
本

作
成

を
通

し
て

、羽
の

模
様

や
体

の
構
造
、そ

の
意
味
な
ど
、よ

り
目
的
意

識
を

持
っ

た
詳

細
な

観
察

が
で

き
て

い
た

よ
う

で
す

。様
々

な
図

鑑
を
豊

富
に

準
備
し
た
こ
と
で
、作

業
が
と
ど
こ
お

っ
た

り
、手

も
ち

ぶ
た

さ
に

な
っ

て
し

ま
う

人
が

出
る

こ
と

も
な

く
、順

調
に

作
業
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

牧
場
で
は
フ

ン
虫
の
採
集
を
主
な
目

的
と

し
ま

し
た

。正
直

に
い

っ
て

、万
人

向
け

の
素
材

で
は

な
い

の
で

、最
悪

私
1

人
で
や
れ
ば
良
い
か
な
と
思
っ
て

い
ま

し
た

が
、

実
際

に
私
が

採
集

し
た

フ
ン

虫
を

見
せ
る

と
全
員

が
興

味
を

持
ち
、現

場
で
は
加
賀

見
君
を
は
じ
め

、皆
巨

大
な

フ
ン

塊
に

臆
す

る
こ

と
な

く
果
敢

に
挑

ん
で

、大
量

の
成

果
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

次
回
へ
の
課
題
と
し
て
は
、よ

り
様

々
な

図
鑑

の
準

備
が

あ
げ

ら
れ

ま
す

。今
回

準
備

し
た

図
鑑

は
見

や
す

く
使
い

や
す
い
も
の
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、日

本
の

昆
虫

を
全
て

網
羅
は

で
き

て
い

ま
せ
ん

で
し

た
。特

に
蓼

科
山

荘
周

辺
で

は
非
常
に
多
種
多
様
な
ガ

が
確
認
で
き

ま
す

が
、今

回
持

ち
込
ん

だ
図

鑑
で

は
ど

れ
も

ガ
の

扱
い

が
足
り

ず
、多

く
の

ガ
が
未
同
定
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。次

回
は

各
分

類
群
に

つ
い

て
詳

し
い

図
鑑

を
準

備
す

る
必
要

が
あ

る
と

感
じ
ま
し
た
。

 

昆
虫
班
に
参
加
し
て
く
れ
た
学
生
達

が
、皆

楽
し

ん
で

く
れ

て
い

た
よ

う
な

の
が

何
よ

り
で

し
た

。い
ず

れ「
蓼

科
の
昆
虫
図
鑑
」

を
彼
ら
に
届

け
た
い
と
思

っ
て

い
ま

す
。

 

他
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
面
白
い
も
の
ば

か
り

で
し

た
。と

く
に

天
文

関
係

は
こ

こ
な

ら
で

は
の

成
果
だ

と
思

い
ま

す
。

私
個
人
と
し
て
は
、
今
回
の
経
験
を
幼
稚

舎
生

徒
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

て
い

き
た

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。
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9
 

  教
員

３
 

初
日
は
積

み
込
み
時
に
雨
に
降
ら
れ
る
な
ど
し
た
が
、
順

調
に
到
着
し
て
良
か
っ
た
。

 

女
神
湖

へ
の
散
策
が
で
き
た
の
は
時
間
効
率
が
良
か
っ
た
。

 

で
き
れ
ば
こ
の
時

に
、「

立
科
の
植

物
」
を

片
手
に
全
員
対

象
の
案
内
が
あ
れ
ば
嬉

し
か
っ
た
。

 

 登
山

 

予
報
を
外
し
て
し
ま
っ
て
大
変
ご
迷

惑
か
け
て
し
ま
っ
た
。各

種
の
測
定

を
し
な
が
ら
の
登
山
だ
っ
た
が
、登

山
自
体

が
目
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
感
も
あ
り
、も

う
少
し
余
裕
が
あ
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
う
。ガ

イ
ド
を
し
な
が
ら
の
登
山

が
望
ま
し
い
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ

ー
ス
を
考
え
る
と
難
し
い
か
？

 

 日
程

 

時
間
に

余
裕
が
あ
っ
た
た
め
、標

本
作
成
や
解
析
、考

察
に
深

め
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。「

デ
ー

タ
に
向
き
合
う
」

と
い
う
感
想

が
得
ら
れ
た
の
は
嬉

し
い
限

り
。た

だ
、三

日
目
は
や
や
間

延
び
の
感
も
あ
る
の
で
小

さ
い
イ
ベ

ン
ト
が

あ
れ
ば
良
か
っ
た
。
そ
う
言

っ
た
意
味
で
太
陽
や
土
星
の
観
望

は
良
か
っ
た
。

 

 天
体
観
測

 

初
日
は
個
人
的

+
志
木
高
生
で
観
望

。
写
真
撮
影
。
晴
れ
た
の
が
正

規
の
時
間
外
だ
っ
た
の
で
一
部
の
み
の
対
象

だ
っ
た
の
が
残
念

だ
っ
た
が
曇

天
の
あ
と
で
観
望

が
で
き
て

良
か
っ
た
。

 

2
日

目
は

全
員

対
象

の
観

望
会

だ
っ

た
。

雲
が

多
く

時
間

が
限

定
さ

れ
て

し
ま

っ
た

も
の

の
、

望
遠

鏡
を

用
い

て
M

1
3

を
見
て
も
ら
え
た
の
は
嬉

し
か
っ
た
。
ス
タ

ー
ブ
ッ

ク
の
操
作
性
は
あ
ま
り
良
く
な
く
、
こ
の
よ
う
な
短
時
間

の
観
望

に
は

G
P
赤
道
儀
の
方
が
対
処

し
や
す
く
適

し
て
い
る
と
感
じ
た
。そ

の
た
め
に
は
性

能
の
良
い
光
学
式

の
フ

ァ
イ
ン
ダ
ー

が
必
須
だ
が
、今

回
は
持
ち
込

み
の
フ

ァ
イ

ン
ダ
ー
の
調
整

が
で
き
ず

(
六
角
レ
ン

チ
が
必
要
だ
っ
た

)
準

備
不
足
を
反
省
し
た
。

 

簡
易
赤
道

儀
の
ポ
ラ
リ
エ
は
持
参
し
て
良
か
っ
た
。小

型
の
望
遠
鏡
、太

陽
望
遠
鏡
を

追
尾
さ

せ
る
の
に
は
十

分
だ

っ
た
。
太
陽
望
遠
鏡
み
か
ん
は
安
価

(
5
千
円

)
で
容
易
に
太

陽
が
見
せ

ら
れ
て
良
い
。

(
た
だ
し
、
普
通
の
望
遠
鏡
を

直
接

覗
い

て
は

い
け

な
い

と
い

う
指

導
は

必
要

)
。

H
α

望
遠

鏡
は

持
参

し
た

も
の

は
大

変
高

価
だ

が
、

同
じ

メ
ー

カ
ー

の
P

S
T
と
い
う
も
の
だ
と

1
0
万
円
以
下
で
、
余
裕
が
あ

れ
ば
購

入
し
て
山
荘

に
置
い
て
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

 

3
日

目
の
土
星
観
望

は
谷
口
さ
ん
に
思
い
つ
い
て
も
ら
っ

て
実
現

。
ポ
ラ
リ
エ

+
ボ
ー
グ
と
い
う
最
小
構
成
で
か
な
り

の
精
度
で
追
尾
で
き
る
の
に
驚

い
た
。
ビ
ク
セ

ン
7
0
m

m
E

D
+

N
L

V
ア
イ
ピ
ー
ス
の
見
え
口

も
良
か
っ
た
。

G
P
赤

道
儀

は
微
動
を
さ

せ
や
す
い
の

で
、
こ
の
組

み
合
わ
せ

が
良
い
だ
ろ
う

。
さ
す
が
は

惑
星
界
の
ア

イ
ド
ル
の
土

星
で
、

愛
ら
し
い
姿

で
み
ん
な
に
喜

ん
で
も
ら
え
て
良
か
っ
た
。

 

 発
表
会

 

原
稿

を
見
っ
ぱ

な
し
で
顔

を
観

衆
に
向
け
な

い
人
は
少

な
く
な
っ
た
。

発
表
態
度
は

確
実
に
向

上
し
た
と
感
じ

た
。

発
表
資
料
の

作
成
に
関

し
て
も
レ
ベ
ル
が

向
上
し
て
い
る
。

 

準
備

時
間
に

余
裕
は
あ
っ
た
も
の
の
や
は
り

発
表
練

習
す
る
時
間
は
不
足

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。最

終
日
の
発

表
ま
で
の
時
間
に
は
資
料
の

改
良
で
は
な
く
実
際
の
発
表
練

習
を
す
る
よ
う
指

導
す
れ
ば
良
か
っ
た
。

 

1
0

 

  生
活
態

度
 

あ
ま
り
制
約
を

設
け
な
い
雰
囲
気
の
中
で

、や
る

こ
と

は
や

る
と

い
う

こ
と

が
で

き
て

い
た

。環
境

づ
く

り
と

い
う

意
味
で
非

常
に
良
い
と
思
う
。
た
だ
、
ス
リ

ッ
パ

の
乱

れ
が

目
に

つ
い

た
。

少
々

指
導

が
必

要
だ

っ
た

か
？

 

 ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
環
境

 

柊
原
さ
ん
の
ル

ー
タ
ー
の
お
か
げ
で
談

話
室

で
の

無
線

環
境

が
得
ら

れ
て

大
変

助
か

っ
た

。た
だ

、学
習

室
で

の
ネ

ッ
ト
環
境
が
欲

し
い
と
感
じ
た
。談

話
室

に
指

向
性

の
高

い
ル
ー

タ
ー

を
設

置
し
、学

習
室

に
レ

シ
ー

バ
ー

を
置

き
、そ

こ
か
ら
有

線
、
無

線
接
続
で
き
る
よ
う

に
し

た
い

。
 

 そ
の
他

 
雑
感

 

申
込
書
に
は
、
ア
レ
ル
ギ

ー
記
入
欄
が

あ
る

方
が

良
い

。
 

中
等
部

、
藤
沢
へ
の
チ

ャ
ネ
ル
確
保
の
必

要
性

。
 

大
学
生
の
ス
キ
ル

が
高
く
、
大
変
助

か
っ

た
。

 

ご
飯
も
美
味
し
く
、お

風
呂

も
柔
軟
に
対

応
い

た
だ

く
な

ど
山

荘
の

皆
さ

ん
に

感
謝
し

た
い

。バ
ー

ベ
キ

ュ
ー

も
美

味
し
か
っ
た
。

 

紫
外
線
セ

ン
サ
ー
の
研
究
は
も
う
少
し
深

め
た

い
。測

定
と

同
時
に

魚
眼

レ
ン

ズ
で

空
を

測
定
す

る
と

良
い

か
も

。雲
量
や
雲

が
太
陽
を
カ
バ
ー

し
て
い
る
か

、
遮

蔽
物
が

ど
の

位
あ

る
か

な
ど

と
の

関
係

が
調

べ
ら

れ
る

。
 

可
視
光
の
太
陽
像

が
撮
影
で
き
る
と

2
日

間
の

黒
点

の
位

置
変

化
か

ら
太

陽
自

転
が

求
め

ら
れ

る
。

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
脇
に
望
遠
鏡
を

置
く
倉
庫
が

あ
れ

ば
便
利

。
電

源
も

あ
る

と
嬉
し

い
。

 

授
業
と
違
っ
て

(
^

-
^

;
)
生
徒
が
い
き
い
き

と
活

動
し

て
い

る
の

が
や

は
り

印
象

的
。

 

 教
員

４
 

・
昨
年
度
よ
り

1
日
長
か
っ
た
た
め
、

作
業

と
し

て
は

比
較

的
余

裕
が

あ
っ

た
気

が
し

ま
す

。
 

・
山
登
り
＋

観
察
・
計
測
は
慣

れ
て
い

な
い

学
生

に
は

困
難

そ
う

で
し

た
。疲

労
も

考
え

る
と

、山
登

り
を

組
み

込
む

な
ら
今
回
の
よ
う
に

3
泊
以
上
が
望

ま
し

い
か

と
思

い
ま

す
。

 

・
ま
と
め
に
関

し
て
は
結
局
ギ

リ
ギ
リ
に

な
る

と
思

う
の

で
、

今
回

程
度

の
ペ
ー

ス
で

よ
さ

そ
う

。
 

・
班
員

に
も
う
少
し
基
礎
的
な
レ
ク
チ
ャ

ー
を

行
っ

た
方

が
よ

か
っ

た
か

と
反

省
し

て
お

り
ま

す
。

 

 教
員

５
 

今
年
も
ま
た
、様

々
な
効
果
が
あ
り
、私

自
身

は
と

て
も

楽
し

み
ま

し
た

。特
に

今
回

感
じ

た
こ

の
野
外

実
習
の

効
果

と
問
題
点

を
い
く
つ
か
挙

げ
る
と
以
下
の

よ
う

に
な

り
ま

す
。

 

 1
.
 

教
育

効
果

；「
異

年
齢
の

グ
ル

ー
プ
に

お
け

る
学
び

の
効

果
」
を

改
め

て
強
く

感
じ

ま
し
た

。
異

年
齢

に
よ

る
団

体
行
動

の
中
で「

互
い
に
サ
ポ
ー

ト
し

合
い

な
が

ら
学

ぶ
」と

い
う

状
況

は
あ

ま
り

体
験

で
き

な
い

貴
重

な
も

の
だ

と
思
い
ま
す
。年

齢
に
応
じ
て
遠
慮
し
な

が
ら

、自
分

の
立
ち

位
置

を
理

解
し

ふ
る

ま
う

よ
う

に
な

り
、そ

れ
ぞ

れ
よ

い
体
験
を
し
た
と
思
い
ま
す
。特

に
大
学

生
は

、次
第

に
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

、年
長

者
と

し
て

の
役

割
を

ど
う

果
た

せ
ば

よ
い
か
を
意
識

し
て
い
き
ま
す
。
短
期

間
で

す
が

最
も

成
長

す
る

の
が

大
学

生
だ

ろ
う

と
思

い
ま

す
。
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1
1

 

  2
.
 
こ
れ
か
ら
大
学
に
入

学
す
る
生
徒

た
ち
の
学
習

状
況
の
理
解
；
大
学
に
い
る
と
、入

学
生
が
ど
の
程

度
の
理

科
や

自
然
科
学
の
知
識

と
理
解
を
持
っ
て
大
学
に
来

る
の
か
、ど

の
よ
う
な
事

柄
に
興
味
が
あ
る
の
か
な
ど
の
状

況
把
握
が
、

年
々
難
し
く
な
り
ま
す
。そ

の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
機

会
は
、直

接
、生

徒
た
ち
の
知
識

や
理
解
の
程
度
を
知
る
こ
と

が
で
き
て
、
大
学
の
教

育
レ
ベ
ル
や
方
法

を
検
討
す
る
こ

と
に
非

常
に
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。

 

 3
.
 
教
員
交
流
；
一
貫
校
で
理
科
を
教

え
る
教

員
方
と
の
教

育
現
場
に
お
け
る
情

報
交
換
は
非
常
に
有
効
で
す
。同

じ
慶
應
義
塾
の
中
で
も
、幼

稚
舎
か
ら
普
通
部

、塾
高

、日
吉
高
な
ど
の
広

い
範
囲
の
、し

か
も
熱
心
に
教

育
に
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
る
先

生
方
と
一

緒
に
交
流
で
き
る
こ
と
で
、一

気
に
一

貫
校
が
見
え
て
き
た
感
が
あ
り
ま
す
。こ

れ
を
ベ

ー
ス

に
メ
ン
バ

ー
の
間
で
様
々

な
取
り
組

み
；
日
食
メ
ガ

ネ
の
手
配
、

透
明
骨

格
標

本
の
委
譲
、

昆
虫
図
鑑
の

作
成
、

幼
稚
舎
に
お
け
る
天
体
観
測
の
実
施

な
ど
、が

行
わ
れ
、ま

た
こ
れ
か
ら
進

行
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、互

い
の
活
性

化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
な
と
思
い
ま
す
。

 

 4
.
 
実
習
テ
ー

マ
の
広

が
り
；
今
回
は

5
班
を
構
成
し
、希

望
す
る
班
に
入

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。当

初
か
ら
具

体
的

に
作
業
す
る
内

容
が
明
確
な
班
も
あ
り
、少

し
調
査

や
観
察

を
し
た
後

で
班
員

に
よ
っ
て
実
習

の
方
向

性
を
明
確
に
し

て
い
っ
た
班
も
あ
り
ま
し
た
が
、多

様
な
分
野

と
方
向

性
で
、最

後
の

発
表
も
興
味
深

く
聞
き
ま
し
た
。先

生
方
の
指

導
の
下
、
学
生
と
生
徒

た
ち
は
本
当
に
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
実
習
期
間
が

1
日
延
び
、
日
程

的
に
は
余

裕
が
で
き
ま
し
た
が
、そ

れ
で
も
実
習
内
容

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
少
し
消

化
不
良
気
味
か
な
と
思
う
点

も
あ
り
ま
し
た
。

発
表
当
日
は
少
し
リ
ハ
ー

サ
ル
を
す
る
く
ら
い
が
良
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

 

 ＊
（
お
ま
け
）
久
し
ぶ
り
で
ワ

ン
ゲ
ル
部
の
「
新
人
錬
成
合

宿
」
の
事
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
大
学
生
は
も
っ
と
体
を

鍛
え
て
お
か
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
ね
。
で
も
、
み
ん
な
無
事
で

事
故
も
な
く
本
当
に
よ
か
っ
た
。

 

 熱
意
を
も
っ
て
、
企
画
・

指
導
し
て
下
さ
っ
た
先

生
方
に
心
か
ら
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
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一貫校連携による立科山荘夏期野外実習 （谷口・井澤・柊原・松本・池田・秋山）

 
1

未
来

先
導
基

金
公

募
プ
ログ

ラ
ム
 

「慶
應
義
塾
 夏

の
学
校
20

12
」 

 
 一

貫
校
連
携
 立

科
野
外
実
習
の
しお

り 
 ・

主
催

：
未

来
先

導
基

金
に

よ
る

 
・

担
当

教
員

 
代

表
；

秋
山

豊
子
(大

学
・
生

物
) 

 
谷

口
真

也
（

普
通

部
）

、
柊

原
（

く
き

は
ら

）
礼

士
（

幼
稚

舎
）

、
松

本
直

記
（

日
吉

高
）

、
 

井
澤
智

浩
（

志
木

高
）

、
池

田
威

秀
（

東
工

大
）

 
・

日
時

：
20

11
年

８
月
18

日
（
土

）
～

８
月
21

日
(火

) 
・

場
所

：
慶

應
義

塾
大

学
校

外
教

育
施

設
 

立
科

山
荘
  

・
住
所

：
〒

38
4-

23
09

長
野

県
北

佐
久

郡
立

科
町

大
字

芦
田

八
ヶ

野
字

女
神

平
11

53
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  大
学

 
 

 
 

学
部

 
/高

校
/ 

普
通

部
・

中
等

部
 

 
学

年
 

学
籍

番
号

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 氏
名

：
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

＿
＿

 

 
2

1.
 連

絡
先

 
実

習
に

関
す

る
質

問
及

び
連

絡
先

；
谷

口
真
也

 
あ

る
い

は
他

の
担

当
教

員
へ

 
-実

習
前

日
ま

で
；

谷
口

（
オ

フ
ィ

ス
電

話
：

メ
ー

ル
：

）
又

は
 

秋
山

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

-緊
急

及
び

実
習

期
間

中
は

；
谷

口
（

 
 

 
 

 
）

、
秋

山
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 
 

 
山

荘
に

は
人

数
分

の
使

用
予

約
が

し
て

あ
り

ま
す

の
で

、連
絡

な
し

に
欠

席
す

る
こ

と
は

極
力

避
け
て

下
さ

い
。分

か
ら
な

い
事

が
あ

っ
た

時
は

、
遠

慮
な

く
質

問
し
て

下
さ

い
。

 
 2.

 持
ち

物
 

チ
ェ

ッ
ク

欄
 

現
金
：
実

習
費
（

宿
泊

費
＋

食
費

＋
交

通
費

＋
実

習
資

料
費

な
ど

）
（

担
当

者
よ

り
指

定
、
未

来
先

導
基

金
か

ら
一

部
補

助
さ

れ
て

い
ま

す
。

）
 

 

8月
18

日
の

お
昼

の
お

弁
当

 
（

途
中

の
ド
ラ

イ
ブ

イ
ン

で
購

入
も

可
）

 
 

着
て

い
く

服
と

３
日

分
の

着
替

え
、

就
寝

用
の

服
。

（
東

京
よ

り
寒

い
の

で
基

本
的

に
長

袖
・

長
ズ

ボ
ン

）
 

林
間

を
歩

く
た

め
の

衣
類
；
長

袖
、
歩

き
や

す
い

長
ズ

ボ
ン

、
帽

子
、
ウ

ォ
キ

ン
グ

シ
ュ

ー
ズ

、
軍

手
（

虫
刺

さ
れ

防
止

と
け

が
防

止
の

た
め

、
長

袖
・

長
ズ

ボ
ン

を
基

本
と

し
ま

す
）

 
 

歩
く

と
き

に
持

っ
て

い
く

タ
オ

ル
、

水
筒

（
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
で

も
よ

い
。
50

0m
lを

2本
位

）
 

 
虫

よ
け

ス
プ

レ
ー

（
特

に
弱

い
人

は
必

ず
持

参
の

事
）

、
日

焼
け

止
め

 
 

筆
記

用
具

(ス
ケ

ッ
チ

用
の

硬
い

鉛
筆

も
)、

ノ
ー

ト
（

ス
ケ

ッ
チ

用
の

無
地

の
B5

～
A4

版
の
も

の
）
、

メ
モ

帳
（

行
入

り
の

携
帯

用
の

小
さ

い
も

の
）

 
 

洗
面

用
具

(タ
オ

ル
、

歯
ブ

ラ
シ

、
歯

磨
き

チ
ュ

ー
ブ

、
シ

ャ
ン

プ
ー

、
リ

ン
ス

、
石

鹸
) 

 
雨

具
 

（
傘

、
雨

合
羽

又
は

は
っ

水
性

の
パ

ー
カ

な
ど

、
防

寒
具

に
も

な
る

の
で

必
須
で

す
。

）
 

 
懐

中
電

灯
（

夜
間

観
察

用
）

 
 

傷
薬

、
絆

創
膏

、
常

備
薬

な
ど

 
 

健
康

保
険

証
 

 
こ

の
し

お
り

 
 

新
聞

紙
1 

日
分

（
お

し
ば

の
作

製
や

包
装

用
に

使
い

ま
す

。
）

 
 

大
学

生
で

持
っ

て
来

ら
れ

る
人

は
、
個

人
用

の
ノ

ー
ト

パ
ソ

コ
ン

や
デ

ジ
タ

ル
カ

メ
ラ
（

こ
ち

ら
で

も
数

台
用

意
し

ま
す

。
）

 
 

そ
の

他
 

（
自

分
で

必
要

な
も

の
；

携
帯

電
話

、
コ

ン
タ

ク
ト

レ
ン

ズ
関

係
、

カ
メ

ラ
、

電
池

、
メ

モ
リ

、
PC

に
つ

な
ぐ

ケ
ー

ブ
ル

な
ど

、
双

眼
鏡

を
持

っ
て

い
る

人
は

持
っ

て
く

る
と

よ
い

で
す

。
）

 
 

 

  

資
料

4．
し

お
り
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3

3.
 集

合
 

８
月
18

日
(土

) 
午

前
8時

 
集

合
し

だ
い

（
午

前
8時

30
分
こ

ろ
）

出
発

。
 

慶
應

義
塾

大
学

 
日

吉
キ

ャ
ン

パ
ス

入
口

か
ら

の
イ

チ
ョ

ウ
並

木
の

真
ん

中
あ

た
り

に
貸

し
切

り
バ

ス
が

駐
車

し
て

い
る

は
ず

で
す

の
で

、そ
こ
に

来
て

下
さ

い
。 当

日
の
昼

食
持

参
(途

中
の
ド

ラ
イ

ブ
イ

ン
で

も
購

入
可
)。

 
 

4．
日
程

 
（

空
き

時
間

は
班

で
相

談
し

て
班

活
動

に
使

っ
て

下
さ

い
）

 
   ５
. 

施
設
の

利
用

と
注

意
 

日
時

 
 

 
 

 
午

前
 

 
 

午
後

 
夜
間

 
8月

18
日

 
8:

00
 

日
吉

キ
ャ

ン
パ

ス
集

合
 

8:
30

～
集

合
し

だ
い

貸
し

切
り

バ
ス

で
出

発
 

 12
:3

0 
 

立
科

山
荘

着
 

持
参

の
お

弁
当

を
食

べ
る

 
 

全
体

ガ
イ

ダ
ン

ス
 

1:
30

 
班

に
分

か
れ

て
テ

ー
マ

や
解
析

法
を

打
ち

合
わ

せ
 

3:
00

 
山

荘
周

辺
を

歩
い

て
動

植
物
の

観
察

、
地

形
や

気
象

の
観

察
。

 
5:

00
～

入
浴

 

6:
00

 
食

堂
で

夕
食

 
星

の
観

察
？

 
気

象
の

観
測

？
 

班
で

観
察

デ
ー

タ
の

ま
と

め
 

夜
間

観
測

 

 8
月

19
日
 

   
  

 
 

 
 8:

00
 

食
堂

で
朝

食
 

1日
の

行
動

に
つ

き
ガ

イ
ダ

ン
ス

 
10

:3
0 

出
発

（
実

習
内

容
は

天
気

に
よ

り
）

 
①

 蓼
科

山
登

山
。

動
・

植
物

相
の
遷

移
や

気
象

・
地

理
の

観
察

。
 

②
 ゴ

ン
ド

ラ
で

ご
泉

水
湿

地
に

上
が

り
滝

ま
で

歩
き

周
辺

の
動

植
物

・
気

象
。

地
理

の
観

察
。
 

③
 山

荘
周

辺
の

動
植

物
・

地
理

・
気

象
の

観
察

。
 

昼
食

は
お

弁
当

 
4:

30
 

山
荘

へ
戻

る
。

 
5:

00
～

 
入

浴
 

6:
00

 
夕

食
 

夜
間

観
測

 
班
で

観
察

デ
ー

タ
の

ま
と

め
、

プ
レ

ゼ
ン

用
意

 

 8
月

20
日
 

8:
00

 
食

堂
で

朝
食

 
1日

の
行

動
に

つ
き

ガ
イ

ダ
ン

ス
 

10
:3

0 
出
発

（
実

習
内

容
は

天
気

に
よ

り
）

 
①

蓼
科

山
登

山
。

動
・

植
物

相
の

遷
移

や
気
象

・
地

理
の

観
察

。
  

②
ゴ

ン
ド

ラ
で

ご
泉

水
湿

地
に

上
が

り
滝

ま
で

歩
き

周
辺

の
動

植
物

・
気

象
。

地
理

の
観

察
。

 
③

山
荘

周
辺

の
動

植
物

・
地

理
・

気
象

の
観

察
。

 
昼

食
は

お
弁

当
 

4:
30

 
山

荘
へ

戻
る

。
 

5:
00

～
 

入
浴

 

6:
00

 
夕

食
 

（
晴

れ
て

い
れ

ば
）

外
で

 
バ
ー

ベ
キ

ュ
 

夜
間

観
測

 
班
で

観
察

デ
ー

タ
の

ま
と

め
、

プ
レ

ゼ
ン

用
意

 

 
8月

21
日

 
 

  
 

 
  

7:
30

 
食

堂
で

朝
食

 
8:

30
～

11
:3

0 
ま

と
め

の
プ

レ
ゼ

ン
 

弁
当

を
受

け
取

る
。

 
部

屋
の
掃

除
 

12
:0

0 
貸

し
切

り
バ

ス
で

出
発

 

18
:0

0 
日

吉
キ

ャ
ン

パ
ス

に
戻
っ

て
解

散
（

予
定

）
 

 
4

①
 実

習
施
設

に
は
、1

，2
，3

号
棟

（宿
泊

室
、教

職
員
宿

泊
室

、洗
濯
室

、洗
面
コー

ナ
ー

、洗
濯

機
、乾

燥
機

、ミ
ー
テ
ィン

グル
ー

ム）
、教

室
棟

（教
室
、自

習
室

）、
体
育

館
、中

央
棟

（食
堂

、教
職

員
宿

泊
室

、談
話
室

、フ
ロ

ント
、浴

室
、ロ

ビー
、医

務
室

、休
養

室
）が

あり
ます

。 
②

 宿
泊

棟
は
4名

～
8名

収
容

可
能

な部
屋

で
、ベ

ッド
、机

、椅
子

、蛍
光
灯

、衣
服

整
理

棚
など

が
あり

ます
。 

③
 
清
掃

は
各

人
の
役
割

を分
担

し、
共

同
で
行

い
ます

。特
に
最
終

日
は
入

念
に
清
掃

を行
って

くだ
さい

。 
④

 
ゴミ

は
可

燃
と不

燃
に
分

別
し、

所
定
の
ゴミ

箱
に
捨

て
るこ

と。
 

⑤
 
他

の
宿
泊

者
の
迷

惑
とな

りま
す

の
で
、夜

間
、特

に
夜

10
時

以
降

は
騒

が
な
い
よう

注
意

しま
しょ

う。
 

⑥
 
夜

間
に
無

断
で
外

に
出

ない
よう

に
して

下
さい

。 
 ６．

 成
果
発

表
 

参
加
者

は
、全

員
参
加

に
よる

テ
ー

マ
（蓼

科
山

御
泉
水

湿
地

で
の
観
察

、女
神

湖
と山

荘
周

辺
で
の
観

察
、星

の
観
察

な
ど）

の
他

、4
～

5 
名

に
よる

グル
ー

プ
を構

成
し、

そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
に
つ

い
て観

察
や

調
査

をし
ます

。そ
れ
をも

とに
考

察
を導

きま
す

。班
の
担
当

教
員

が
サ
ポ
ー

トを
行

い
ます

。 
グ

ル
ー

プ
の
メン

バ
ー

構
成

は
、個

人
の
希
望

や
所

属
学

校
毎

の
バ
ラン

スを
配
慮

し、
集
合

後
に
決

定
しま

す
。参

考
資

料
や

ノー
トパ

ソコ
ンと

デ
ジ
タル

カメ
ラな

ども
グル

ー
プ
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第１班
昆虫標本作成・虫と食草の関係

目 的
� 蓼科山荘周辺の昆虫を採取し生態を調べる。また、採
取した昆虫の標本を作製する。(図鑑作成に向けて)

� 草花を紫外線透過フィル
ターで撮影し、昆虫の目
にはどのように映ってい
るのかを調べる。

方 法 (昆虫編)
①網を使用し、山荘・女神湖・蓼科山・蓼科牧場周辺の昆
虫を採取した。

②採取した昆虫は、酢酸エチルの充満した瓶に入れ気絶
させた。ただし、蝶類は傷つけないよう三角紙に保存し
た。

③採取した昆虫の同定と標本作製を行った。

④昨年の『採取』データと今年の『採取』データを比較・考
察した。

� 昨年と今年の採取データを比較した。

結 果

グラフ 昨年・今年の採取した昆虫数(匹)

昨年 今年
甲虫目
ハエ目
チョウ目
ハチ目
トンボ目
トビケラ目
ハサミムシ目
バッタ目

（昆虫編）

� 日本全国で確認できる蝶は２３
７種類である。

� そのうち蓼科山荘だけで昨年は
２１種類、今年は３５種類、被っ
ているものを除くと計３６種類と
日本全国で確認できる種類のう
ち約１５％を発見できた。

結 果

日本全国, 

85

蓼科山荘, 

15

（昆虫編）

� 昆虫班は山荘・蓼科山・女神湖に加え、今年は新たに
蓼科牧場で糞虫の採取も行った。

結 果 （昆虫編）

資料 5 ．各班の発表PPT

1 班の課題研究
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2 班Aの課題研究
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慶應義塾大学日吉紀要・自然科学 No. 53（2013）

2 班Bの課題研究

:

担当教員：松本直記

温度と湿度の推移

ゴンドラ乗車の
ため気温上昇

将軍平で休憩
直射日光で気温上昇
霧のため湿度上昇

頂上到達
降雨のため気温下降

湿度上昇

温度と気圧の推移Ⅱ

☛温度と気圧の関連性は…

温度と気圧の関連性と考察

温度と気圧の関連性を求め
るためにまず標高を求める。

→この段階で行きと帰りに
おける規則性を導き出すこ
とができる。

気圧と音の推移
山の頂上

雨の音(傘の音)ゴンドラに乗った
ゴンドラの中の騒音

(話す声など)

高度が高くなって気
圧が下がる

もともとは気圧が高いと
音が大きく聞こえる

しかし、今回の測定では
雨のために測定できな

かった

センサーの
限界

下がるゴンドラ
気圧が上がり始

まる

UVA・UVB条件別量的変化
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3 班の課題研究

担当教員 谷口真也

目的
立科山荘周辺、蓼科山に生息する地衣類
シダ類を観察し、それぞれの生息環境の
特徴を知る。

蓼科山に登り、山頂までに生息する地衣類を観察する

＜方法＞
・観察開始：標高1581 m 山頂：標高2530 m

・地衣類をデジタルカメラで撮影し同定
・OREGON 450TC (GARMIN)により標高を計測

アオゾメサネゴケ：標高 2523~2525 m

1 10 6000 ○
2 20 800 ×
3 10, 80 2800 ×
4 60～100 6000 ○
5 10～20 800 ×
6 20～60 4800 ×
7 ― ― ×
8 ― 800 ×
9 ― ― ○
10 ― ― ○
11 ― 800 ○

地点番号 1m^2での
シダ類の量 (%) 日光照射度 (Lux) 斜面の有無

表 1m
2でのシダ類の量、日光照射量、斜面の有無 ＜方法＞

① シダ類の生息条件の調査
・1 m

2でのシダ類の量の観察
・GALAXY Tab (docomo)の
アプリ「beeCam LightMeter」
により日光照射度を測定
・斜面の有無

・ベルトトランセクト法
1m

2の方形枠を繋げ、
帯状の植性を観察した

①
③

④ ⑤
⑥

⑧
⑦

⑨

②

⑪

⑩

a

b

c
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4 班の課題研究

2012/12/13

1

女神湖の水質調査

�2012年8月18日〜22日

第4班

2012/12/13

2

概要

• 採取場所：女神湖、周辺

• 採取期間：2012年8月18日〜21日

御泉水自然園入り口より

2012/12/13

3

採取地点の様子
１：流入口 ２ ３：葦の茂み

４：奥の桟橋 ５ ６

A：湖心 B,C：葦の群生 ７

2012/12/13

4

• NH4,NO2,NO3,PO4は検出されな
かった

結果（水質調査）
場所(0m) 水温 pH 電気伝導率 COD DO

1 12.6 7.1 30 2 7.2

2 25.3 6.8 29 3 3.2

3 25.7 7.0 34 5 7.0

4 24.6 7.1 31 5 6.8

5 23.3 7.3 24 4 5.8

6 23.4 7.3 33 3 7.6

7 16.2 7.0 27 3

A 23.7 7.0 32 6 7.4

B 24.3 7.1 35 6 7.4

C 24.3 7.1 33 5 8.0

Graph

2012/12/13

5

結果（プランクトン）

• １：ミクロキスティス
• ２：フクロワムシ
• ３：ゾウミジンコ

上より１〜３

2012/12/13

6

結果（水生生物）

✦トビゲラ
• １：ヒゲナガカワトビゲラ
• ２：ウルマーシマトビゲラ
• ３：コガタシマトビゲラ

✦カゲロウ
• ４：シロタニガワカゲロウ
• ５：エルモンヒラタカゲロウ

採取により以下の５種が発見できた

左上より１〜５
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5 班の課題研究

【森林班】

� ⽇吉・志⽊で⾒られる⽊

サクラ、ウメ、モミジ、マツ、イチョウ 等

� ⽇吉・志⽊で⾒られず、⽴科で⾒られた⽊

シラカバ、カラマツ、ヤマナラシ、シラビソ 等

※⽇吉・志⽊に⽐べ、⽴科の方が針葉樹の数や種

類が多かった。

←シラカバの木

ヤマナラシの葉→

�主観的観測に元づく考察

垂直分布に基本的には似た形の分布だった

が、一概にある一定の層に特定の種だけが

生存していることはなく、少数ながらも生

存している。⼭の途中までは優勢、劣勢が

みられていたが森林限界付近になると、ど

の植物も成⻑が妨げられある程度似たよう

な形で生存している。つまり、植物の日光

や養分といったものの競争によって

優勢、劣勢が成り⽴っているのだろう。

� “単位⾯積当たりの質量”

・質量…葉の炭素貯蓄量

→葉の質量の約50%が光合成による炭素貯蓄

・単位⾯積…1㎠

∴1㎠あたりの光合成積算量（g/㎠）が効率性

→葉の形がそれぞれ違う

中で、どのように1㎠

の質量を測るか？

広葉樹は0.011〜0.021、

針葉樹は0.023〜0.049

番号 種名 葉の重さ(g) 面積（㎠） 生産量(g/㎠）
1 カシワ 1.731 88.781 0.0195
2 オオイタヤメイゲツ（大） 0.726 58.187 0.0127
3 ヤマモニジ 0.136 12.034 0.0114
4 カジカエデ 0.8 59.088 0.0135
5 オオイタヤメイゲツ（小） 0.551 34.847 0.0159
6 ヤマナラシ 0.58 27.85 0.0209
7 ヤマボウシ 0.78 44.45 0.0176
8 サクラ 0.963 50.283 0.0199
9 シラカバ 0.441 24.612 0.0183

10 バッコヤナギ 0.433 23.067 0.0188
11 ナナカマド 0.119 5.972 0.0200
12 カラコギカエデ 0.419 22.51 0.0182
13 チョウセンゴミシ 0.78 50.273 0.0155

番号 種名 葉の重さ(g) 面積（㎠） 生産量(g/㎠）
14 ウラジロモミ 3.687 87.778 0.0420
15 アカマツ 3.255 66.648 0.0488
16 カラマツ 0.988 43.414 0.0228
17 コメツガ 1.727 44.387 0.0389
18 シラビソ 5.018 120.625 0.0416

� 通説通り、広葉樹よりも針葉樹の⽅が光合成⽣

産量が非常に⾼かったが…

� 針葉樹は葉を落とさない（広葉樹は冬に落葉）

→針葉樹の光合成量は年を重ね、貯めている

∴実質的には、広葉樹も針葉樹もそれぞれの環境

に適応した光合成を⾏っている。


